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駐車場のため除外

医学部・保健学部共用

4



第3類（杏林大学大学院学則） 

○杏林大学大学院学則

制定 昭和５１年 ４月 １日 
改正 昭和５４年 ４月 １日 昭和５７年 ４月 １日 

昭和５９年 ４月 １日 昭和６１年 ３月１８日 
平成 ３年 １月３０日 平成 ４年１０月２６日 
平成 ６年 １月２４日 平成 ７年 ３月１６日 
平成 ７年 ３月２７日 平成 ７年 ９月２８日 
平成 ８年１０月２３日 平成１０年 ３月２７日 
平成１１年 ２月１５日 平成１１年 ６月２１日 
平成１１年 ９月２０日 平成１２年 ９月１８日 
平成１３年 ３月２９日 平成１３年 ６月２８日 
平成１４年 ２月２６日 平成１４年 ３月２９日 
平成１４年 ４月２５日 平成１５年 ２月１７日 
平成１５年１０月２０日 平成１６年 ３月２６日 
平成１６年１２月 ８日 平成１７年１０月２６日 
平成１８年 ３月２９日 平成１８年１２月 ８日 
平成１９年 ３月２９日 平成１９年 ９月１０日 
平成２０年 ３月２８日 平成２１年１０月２６日 
平成２１年１２月 ３日 平成２２年１２月 ３日 
平成２３年 ５月２７日 平成２３年１２月 ２日 
平成２４年 ３月３０日 平成２４年１２月 ７日 
平成２５年 ５月２４日 平成２５年 ７月２２日 
平成２６年 ２月１７日 平成２７年 ３月２７日 
平成２８年 ３月２５日 平成２９年 ３月２４日 
平成３０年１２月 ７日 平成３１年 ３月２９日 
令和 ２年 ９月２５日 令和 ３年 ３月２６日 
令和 ３年 ５月２８日 

第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この学則は、杏林大学学則（以下「本学学則」という。）第４条の規定に基

づき、杏林大学大学院（以下「大学院」という。）に関し必要な事項を定める。 

 （目的） 

第２条 大学院は、大学建学の精神に則り、専攻分野に関する専門的な学術の理論及

び応用を教授研究し、その深奥をきわめて、優れた研究者及び高度専門職業人を養

成することにより、文化の進展に寄与することを目的とする。 

（自己評価等） 

第２条の２ 大学院は、その教育水準の向上を図り前条の目的及び使命を達成するた

め、大学院における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うものと

する。 

２ 前項の点検及び評価の項目並びにその実施体制については別に定める。 

（研究科） 

第３条 大学院に医学研究科、保健学研究科及び国際協力研究科を設け、医学研究科、

保健学研究科及び国際協力研究科にそれぞれ博士課程を置く。 

２ 医学研究科博士課程の標準修業年限は４年とする。 

３ 保健学研究科及び国際協力研究科の標準修業年限は５年とし、これを博士前期課

程（２年）及び博士後期課程（３年）に区分し、前者を修士課程として取扱うもの
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第3類（杏林大学大学院学則） 

とする。（以下「前期課程」という。） 

４ 前項の規定にかかわらず、前期課程においては、主として実務の経験を有する者

に対して教育を行う場合であって、教育研究上の必要があり、かつ、昼間と併せて

夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法に

より教育上支障を生じないときは、研究科、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、

標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることができる。 

５ 博士後期課程及び医学研究科博士課程は、専攻分野について研究者として自立し

て研究活動を行い、又は、その他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の

研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

６ 前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又

は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

（専攻） 

第４条 医学研究科、保健学研究科及び国際協力研究科にそれぞれ次の専攻を置く。 

医学研究科 

医 学 専 攻

保健学研究科 

保 健 学 専 攻 

看 護 学 専 攻 

臨 床 心 理 学 専 攻 

国際協力研究科 

国際開発専攻 

国際医療協力専攻 

グローバル・コミュニケーション専攻 

開発問題専攻 

（研究科又は専攻の目的） 

第４条の２ 研究科又は専攻ごとの人材の養成その他の教育研究上の目的については、

次のとおりとする。 

２ 医学研究科 

医学研究科は、科学的な問題解決能力を備える臨床医、旺盛な創造性を持つ基礎

医学・生命科学の研究者、社会医学に貢献する有為な人材等豊かな人間性と倫理観

・使命感にあふれる医療人の養成を目的とする。

３ 保健学研究科

保健学研究科は、保健、医療、看護、福祉及び心理の専門分野において、広い視

野と豊かな学識を有し、専門性の高い業務を遂行する人材、並びに研究能力を有す

る人材を養成することを目的とする。

（１）保健学専攻前期課程は、学部教育や職業経験により培った知識・技術をさらに

高め、専門職としての卓越した判断力と実践力、および指導力とマネジメント能

力を持った高度専門職業人の養成を目的とする。 

（２）看護学専攻前期課程は、学部教育や職業経験により培った知識・技術をさらに

深め、卓越した看護実践力、および指導力とマネジメント能力を持った看護師・

保健師・助産師を養成する。また、「がん看護」「クリティカルケア看護」「精神看
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第3類（杏林大学大学院学則） 

護」に関する専門看護師、感染管理や医療安全管理の指導者の養成を目的とする。 

（３）臨床心理学専攻前期課程は、心理に関する支援を要する者とその関係者に対し

て、心理状態の観察、結果の分析、心理に関する相談及び助言、指導その他の支

援といった、ニーズに応じた支援を提供できる人材を養成する。また、心理的支

援を要する者やそれを取り巻く環境に対して、心の健康に関する知識を普及する

ための教育ができる人材の育成を目的とする。 

（４）保健学専攻博士後期課程は、前期課程で培われた専門能力と識見、科学的な思

考力をさらに深化させて、学問的基盤を確立するとともに、学際的・国際的な視

野に立って諸課題を探究できる研究・教育者の養成を目的とする。 

（５）看護学専攻博士後期課程は、現代社会における看護・保健領域の複雑かつ多様

な看護ニーズに応えるために、前期課程で培われた看護学の専門能力と識見、看

護感性をさらに深化させて、学問的基盤を確立するとともに、学際的・国際的な

視野に立って諸課題を探求できる研究・教育者の養成を目的とする。 

４ 国際協力研究科 

 国際協力研究科は、国際社会において発生する様々な課題を、法律、政治、経済、 

経営、文化交流、言語、医療、保健衛生、福祉など多くの側面から学際的に把握し、

理論的かつ実証的に問題を分析して的確に処理できるような人材を育成し、国際社

会に対する支援・協力を推進することを目的とする。

（１）国際開発専攻は、世界諸地域の経済社会の発展に資するための開発及び国際協

力のあるべき方法・施策を社会科学諸分野にわたり、理論的・実証的に究明する

とともに、わが国の政治・経済・経営及び法律・税務の各専門領域について考究

し、これらを通じて必要な専門知識の修得はもとより関連分野にも通暁し、実務

にも対応できる人材の養成を目的とする。

（２）国際医療協力専攻は、世界諸地域に対する保健医療福祉分野の国際協力に必要

な幅広い知識と高度な理論を身に付け、国際社会での実践活動に貢献すると共に、

問題解決に向け自立して研究課題を設定し、研究活動の実践によりその成果を活

かすことのできる人材の養成を目的とする。 

（３） グローバル・コミュニケーション専攻は、わが国を取り巻く国際社会及び、国

内で進む多文化共生社会にあって、互いの文化・言語・社会に対する理解の欠如

等に起因する諸問題解決のため、異文化間コミュニケーションの専門分野に熟達

し、理論と実践、複眼的視座からの深い知見と洞察力をもとに、国内外でこの分

野の先導的な役割を担って活躍しうる優れた研究者、及び高度専門職業人に必要

な諸技能を身につけた人材の養成を目的とする。

（４）開発問題専攻は、国際協力の実践場面で、あるいはその研究分野で、各専門領

域の知識と技能を修めた高度な専門家として活躍できる、有用な人材の養成を目

的とする。 

 （研究指導及び授業） 

第５条 研究科における研究の指導及び授業は、原則として本学の教授が担当する。

ただし、必要があるときは教授以外の者に分担させることができる。 

 （研究科長） 

第６条 各研究科に研究科長を置く。 
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第3類（杏林大学大学院学則） 

２ 研究科長は教授の兼務とし、学長の推薦に基づき、学園の理事会の議を経て、学

園の理事長が任命し、その任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

３ 研究科長は、その研究科に関する事項を掌理する。 

（教務担当） 

第６条の２ 研究科又は専攻ごとに教務担当を置く。 

２ 教務担当は教授の兼務とし、研究科長の推薦に基づき、学園の運営審議会の議を

経て、学長が任命し、その任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

３ 教務担当は、所属する研究科又は専攻の教務に関する事項を掌る。 

第２章 運営組織 

 （大学院委員会及び研究科委員会） 

第７条 大学院及び研究科を管理運営するために、大学院委員会及び研究科委員会を

置く。 

 （大学院委員会の組織） 

第８条 大学院委員会は学長、副学長、各研究科委員長及び各研究科委員から選ばれ

た若干名の委員をもって組織する。 

２ 大学院委員会の委員長は学長とする。 

 （大学院委員会の職務） 

第９条 大学院委員会は次の事項を審議する。 

（１）大学院の運営に関する事項

（２）大学院の組織に関する事項

（３）その他大学院に関する重要事項

 （研究科委員会の組織） 

第１０条 各研究科に研究科委員会を置く。 

２ 各研究科委員会は大学院各研究科の教授をもって組織する。ただし、必要ある場

合は関係の准教授・講師を加えることができる。 

３ 研究科委員会の委員長は研究科長とする。 

 （研究科委員会の職務） 

第１１条 研究科委員会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見

を述べるものとする。 

（１）学生の入学、卒業及び課程の修了

（２）学位の授与

（３）第１号及び第２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、研究

科委員会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの 

２ 研究科委員会は、前項に規定するもののほか、学長及び研究科長（以下この項に

おいて「学長等」という。）がつかさどる次の事項について審議し、及び学長等の

求めに応じ、意見を述べることができる。 

（１）教育及び研究に関する事項

（２）教員人事に関する事項

（３）学生に関する事項

（４）学長等の諮問に関する事項

３ 学園長、学長、副学長は各研究科委員会に出席し意見を述べることができる。 
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第１２条 大学院委員会及び各研究科委員会に関する細則は別に定める。 

第３章 在学年限及び学生定員 

 （在学年限） 

第１３条 同一研究科に在学し得る最長年限は、前期課程においては４年、博士後期

課程においては６年、医学研究科においては８年とする。 

 （学生定員） 

第１４条 研究科専攻別学生定員は、次のとおりとする。 

研究科名 専 攻 

博 士 課 程 博士前期課程 博士後期課程 

備 考 入学

定員

収容 

定員 

入学

定員

収容 

定員 

入学 

定員 

収容 

定員 

医学 

研究科 

医 学 25 100 

計 25 100 

保健学 

研究科 

保 健 学 7 14 4 12 

看 護 学 2 4 1 3 

臨 床 心 理 学 25 50 

計 34 68 5 15 

国際協力 

研究科 

国 際 開 発 6 12 

国 際 医 療 協 力 4 8 

グ ロ ー バ ル ・ 
コミュニケーション

10 20 

開 発 問 題 5 15 

計 20 40 5 15 

第４章 学年、学期及び休業日 

 （学年） 

第１５条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。ただし、秋学期入学

者は９月１５日に始まり、翌年９月１４日に終わる。 

 （学期） 

第１６条 学年を分けて前期又は春学期、後期又は秋学期の２学期とする。 

２ 前項の学期の呼称及び期間は、各研究科において定める。 

（休業日） 

第１７条 休業日は次のとおりとする。ただし、第４号から第６号の休業期間の始期

及び終期は、年度ごとに学長が定める。 

（１）日曜日

（２）国民の祝日に関する法律に定めた祝日

（３）杏林学園創立記念日 １１月１１日

（４）春季休業

（５）夏季休業
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第3類（杏林大学大学院学則） 

（６）冬季休業

２ 学長は、必要により臨時に休業日を設け、又は休業日を授業日に変更することが

できる。 

第５章 授業科目、単位及び履修方法 

（授業科目） 

第１８条 研究科における授業科目及び単位については、別表１－１、１－２、１－

３、１－４、２－１、２－２、２－３、３－１及び３－２のとおりとする。 

（指導教授） 

第１９条 入学を許可された者には、専攻課程に従って、それぞれ指導教授を定める。 

２ 指導教授は、必要に応じて２人以上とすることができる。 

第２０条 学生は指導教授の指示をうけ、指定された期日までに履修計画を研究科長

に提出しなければならない。 

第２１条 研究科の授業科目は、主科目、及び副科目とする。 

（履修の方法） 

第２２条 教育課程及び履修方法の細部については、各研究科において定める。 

２ 各研究科において教育研究上有益と認めるときは、予め協議の上、本学の他研究

科又は他大学の大学院等の授業科目を履修させることができ、１５単位を超えない

範囲で本学各研究科において履修したものとみなすことができる。 

３  学生が本学入学前に他の大学院において履修した授業科目の単位（科目等履修生

として修得した単位を含む）を、１５単位を超えない範囲で本学において履修した

ものとみなすことができる。 

４  前２項の規定により認定できる単位数は合わせて２０単位を超えないものとし、

当該単位数と修得に要した期間等を勘案して、１年を超えない範囲で本学の在学期

間として算入することができる。ただし、博士後期課程の在学期間には適用しない

ものとする。 

（教育方法の特例） 

第２２条の２ 各研究科において、教育上特別の必要があると認められる場合には、

夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法に

より教育を行うことができる。 

２  文部科学大臣が別に定めるところ（平成１３年文部科学省告示第５１号）により、

授業を多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修

させることができる。 

（科目履修の認定） 

第２３条 学科目の履修の認定は、学期末又は学年末に試験又は研究報告によって行

い、その方法は学科目担当教授が定める。 

２ 試験又は研究報告の成績は、Ｓ（90点以上～100点）、Ａ（80点以上～90点未満）、

Ｂ（70点以上～80点未満）、Ｃ（60点以上～70点未満）、Ｄ（60点未満）の５種と

し、ＳＡＢＣを合格、Ｄを不合格とする。 

（単位の認定） 

第２４条 合格した学科目については、所定の単位を与える。 

２ 授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする
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内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効

果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するもの

とする。 

（１）講義及び演習については、毎週１時間から２時間１５週の授業をもって１単位

とする。 

（２）実験、実習及び実技については、毎週２時間から３時間１５週の授業をもって

１単位とする。 

（３）授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併

用により行う場合の単位数を計算するに当たっては、その組み合わせに応じ、前

各号に規定する基準を考慮して１単位とする。 

 （再試験・追試験） 

第２５条 不合格の学科目については、再試験を行うことがある。病気その他やむを

得ない事由により、正規の試験を受けることができなかった者については、追試験

を行うことがある。 

第６章 課程の修了要件 

 （前期課程の修了要件） 

第２６条 前期課程の修了要件は、当該課程に２年以上在学し、３０単位以上を修得

し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該課程の目的に応じ、当該大学院の行う

修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格すること。

ただし、在学期間に関しては、次に該当するものは定めるとおり同課程に在学すれ

ば足りるものとする。 

特に優れた研究業績を挙げた者 １年以上 

第２２条により単位が認定された者 １年以上 

 （博士課程の修了要件） 

第２６条の２ 博士課程の修了要件は、次の各号のとおりとする。 

（１）医学研究科博士課程の修了要件は、同課程に４年以上在学し、３０単位以上を

修得し、学位論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。ただし、在

学期間に関しては、次に該当するものは定めるとおり同課程に在学すれば足りる

ものとする。 

特に優れた研究業績を挙げた者 ３年以上 

第２２条により単位が認定された者 ３年以上 

特に優れた研究業績を挙げ、かつ第２２条により単位が認定された者  ２年以上 

（２）保健学研究科及び国際協力研究科博士課程の修了要件は、同課程に５年（前期

課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上

在学し、前期課程の修得３０単位を含め５０単位以上を修得し、学位論文を提出

してその審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、特に

優れた研究業績を挙げた者については、同課程に３年（前期課程を修了した者に

あっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるも

のとする。 

２ 前条ただし書きの規定による在学期間をもって前期課程を修了した者の博士課程

の修了の要件は、前期課程における在学期間に３年を加えた期間当該課程に在学し、
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各研究科の所定の単位を修得し、学位論文を提出してその審査及び最終試験に合格

すること。ただし、特に優れた研究業績を挙げた者については、当該課程に３年（前

期課程における在学期間を含む。）在学し、各研究科の所定の単位を修得し、学位

論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。 

３ 第１項及び前項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則第７０条の２の規定に

より、大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると

本大学院が、認めた者が博士課程の後期課程に入学した場合の博士課程修了の要件

は、同課程に３年以上在学し、学位論文を提出しその審査及び最終試験に合格する

こと。ただし、在学期間に関しては、特に優れた研究業績を挙げた者については、

同課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

（学位論文及び最終試験の合否） 

第２７条 学位論文及び最終試験の合格、不合格は、当該研究科委員会の審査報告に

基づいて学長が決定する。 

２ 審査の方法は各研究科において決定する。 

 （学位） 

第２７条の２ 前条第１項により合格した者に次に定める学位を授与する。 

修士 

保健学研究科

保健学専攻 修士（保健学） 

看護学専攻 修士（看護学） 

臨床心理学専攻 修士（臨床心理学） 

国際協力研究科 

国際開発専攻 修士（開発学） 

国際医療協力専攻 修士（国際医療協力） 

グローバル・コミュニケーション専攻 修士（学術） 

博士 

医学研究科 博士（医学） 

保健学研究科 博士（保健学） 

博士（看護学） 

国際協力研究科 博士（学術） 

 （単位認定書の交付） 

第２８条 博士後期課程及び医学研究科博士課程において、在学期間中に所定の単位

を修得したが、学位論文の提出に至らなかった者は、単位認定書の交付を受けるこ

とができる。 

第７章 入学・休学・復学・退学及び転学 

 （入学の時期） 

第２９条 入学の時期は各学年の始めとする。 

 （入学の資格） 

第３０条 医学研究科に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）大学における医学、歯学若しくは獣医学を履修する課程を卒業した者

（２）大学における修業年限６年の薬学を履修する課程を卒業した者
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（３）文部科学大臣の指定した者

（４）外国において、学校教育における１８年の課程を修了し、その最終の課程が医

学、歯学、獣医学又は薬学の課程であった者 

（５）医学、歯学、獣医学又は薬学を履修する課程に４年以上在学し、又は外国にお

いて学校教育における医学、歯学、獣医学又は薬学を含む１６年の課程を修了し、

所定の単位を優れた成績をもって修得したものと大学院が認めた者 

２ 保健学研究科及び国際協力研究科に入学できる者は、次の各号の一に該当する者

とする。 

（１）大学を卒業した者

（２）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科

学大臣が定める日以後に修了した者 

（３）文部科学大臣の指定した者

（４）外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者

（５）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における１５年の課程を修

了し、所定の単位を優れた成績をもって修得した者と大学院が認めた者 

（６）その他第１号に該当する者と同等以上の学力があると、大学院が認めた者で２

２歳に達したもの 

３ 保健学研究科及び国際協力研究科の博士後期課程に入学（本学前期課程からの進

学及び他大学大学院からの入学）する資格のある者は、修士の学位を有する者、文

部科学大臣の指定した者、又はそれと同等以上の学力があると、大学院が認めた者

で２４歳に達したものとする。 

（入学出願） 

第３１条 入学を志願する者は、別に定める入学検定料を添えて、所定の入学願書を

提出しなければならない。 

（入学許可者の選考） 

第３２条 入学は、志願者の学力、人物、健康等について選考のうえこれを許可する。 

（入学手続） 

第３３条 入学の許可を受けた者は、所定の期日までに所定の学納金を添えて誓約書

を提出しなければならない。 

（休学） 

第３４条 疾病その他やむを得ない事由のため、３月以上修学できないときは、学長

に願い出て休学をすることができる。この場合、その事由が病気であるときは、医

師の診断書を添付しなければならない。 

２ 休学の期間は１年を超えることはできない。ただし、特にやむを得ない事情があ

ると認められるときは、さらに１年を限り延長することがある。 

第３５条 疾病のために修学することが適当でないと認められる者に対しては、学長

は研究科委員会の議を経て、休学を命ずることができる。 

 （復学） 

第３６条 休学の期間中であっても、その事由が消滅したときは、学長に願い出て復

学することができる。この場合、休学の事由が病気であるときは、本学付属病院の
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医師の診断書を添付しなければならない。 

第３７条 休学の期間は、第１３条の修業年限に算入しない。 

 （退学） 

第３８条 疾病その他の事由により、退学しようとする者は、理由書を添え、保証人

連署のうえ当該研究科長を経て学長に願い出て、許可を受けなければならない。こ

の場合、退学の事由が疾病によるときは、医師の診断書を添付しなければならない。

ただし、死亡の場合は、死亡診断書等の確認により、死亡した日をもって退学とす

る。 

（再入学） 

第３９条 前条により退学した者で、退学の事由が消滅し、再び入学を願い出る者が

あるときは、当該研究科委員会の議を経て、これを許可することができる。 

２ 退学により再入学までの期間は本学学則第３７条の規定に準ずる。 

（転学） 

第４０条 他の大学院から本大学院に転入学を志願する者については、選考のうえこ

れを許可することがある。この場合、他の大学院において修得した単位及び在学年

数は本大学院における単位及び在学年数として、これを換算することができる。 

２ 本大学院から他の大学院に転学を志願する者は、主科目担当教授を経て学長に願

い出て、許可を受けなければならない。 

（教職課程） 

第４０条の２ 大学院に教職課程を置く。 

 （教育職員免許取得に必要な科目及び単位数） 

第４０条の３ 教育職員免許を得ようとする者は、別に定める大学院教職課程履修規

程及び教育職員免許法並びに同法施行規則の定めるところに従い、それぞれ所定の

科目及び単位を修得しなければならない。 

（免許状の種類及び履修研究科・専攻） 

第４０条の４ 前条に規定する単位を修得することによって得られる免許状の種類並

びに履修する研究科・専攻は次のとおりとする。 

履修する研究科・専攻 免 許 状 の 種 類 

保 健 学 研 究 科 

保 健 学 専 攻 

養 護 教 諭 専修免許状 養 護 

中 学 校 教 諭 専修免許状 保 健 

高等学校教諭 専修免許状 保 健 

第８章 除籍及び懲戒 

 （除籍）

第４１条 次の各号の一に該当する者は、当該研究科委員会の議を経て学長がこれを

除籍する。

（１）故なくして、３月以上授業料その他の学納金の納付を怠り、督促してもなお納

付しない者

（２）第３４条第２項に定める休学期間を超えて、なお修学できない者

（３）第１３条に定める在学年限を超える者
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（４）行方不明で失踪の届出のあった者

 （懲戒）

第４２条 本学の建学精神、教育方針に違背し、大学院学生としてふさわしくない行

為をした者は、当該研究科委員会の議を経て、学長が懲戒する。

２ 前項の懲戒は、その軽重に応じ、譴責、停学及び退学とする。

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。

（１）性行不良で、改善の見込みのないと認められる者

（２）学力劣等で、成業の見込みがないと認められた者

（３）正当の理由がなくて、出席常でない者

（４）本学の定める諸規程に反し、又は学内の秩序を乱し、その他学生としての本分

に反した者

第９章 学納金

 （入学検定料、入学料等の額）

第４３条 本学に入学を志願する者は、別に定める入学検定料を納入しなければなら

ない。

２ 入学料、授業料その他の学納金の額については、別表４のとおりとする。

（授業料等の納入）

第４４条 授業料、施設設備費は、それぞれの年額の半額を前期、後期の始業時まで

に納入するものとする。

２ 休学又は停学中であっても、授業料等は徴収する。ただし、休学の期間が６か月

以上にわたる者の授業料その他の学納金については別に定めるところにより、減免

することがある。

３ 海外留学する場合、本学に納入すべき費用については別に定める。

４ 第２項の規定にかかわらず、国際協力研究科に在籍する者で企業等に在職中の者

が企業等の都合により第１６条に規定する１学期間にわたり休学する場合は、授業

料等は徴収しない。

５ 前項の規定により休学する者は、企業等の所属長による休学の事由書を添付の上、

学長に休学を願い出るものとする。ただし、授業料等を徴収しない休学の期間は、

１年を超えることはできない。

６ 授業料等学納金を所定の期日までに納入しない者は、授業への出席、図書の閲覧

その他施設の利用を認めない。

第４５条 授業料その他既納の学納金は、いかなる理由があっても還付しない。

第４６条 削除

第１０章 外国人特別生、科目等履修生、聴講生、特別聴講生、委託生及び研

究生

 （外国人特別生）

第４７条 大学院に入学を希望する外国人で、外務省在外公館又は自国公館の紹介あ

る者は、第３２条の規定にかかわらず選考のうえ、外国人特別生として入学を許可

することがある。

（科目等履修生）

第４７条の２ 本大学院の学生以外の者で本大学院の授業科目の一部を履修すること
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を希望する者がいるときは、教育研究上支障がない限り、科目等履修生としてこれ

を許可することができる。

２ 科目等履修生となることができる者は、次の各号の一に該当する者でその学力を

考査し、履修する科目を理解するに足る学力があると当該研究科委員会が認めた者

に限るものとする。

（１）修業年限４年以上の大学を卒業した者

（２）前号と同等以上の学力があると認められた者

３ 科目等履修生には本学則を準用する。

４ 科目等履修生には第２３条及び第２４条の定めにより所定の単位を与える。

５ 科目等履修生を希望する者の手続並びに選考料、登録料及び履修料については別

に定める。

 （聴講生）

第４８条 特定の学科目の聴講を志願するものがあるときは、当該研究科委員会にお

いて、その学力を考査し、欠員のある場合に限り聴講を許可することができる。

２ 聴講生を志願することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

（１）修業年限４年以上の大学を卒業した者

（２）前号と同等以上の学力があると認められた者

３ 聴講生を志願する者の手続き並びに選考料、登録料及び聴講料については別に定

める。

４ 大学院は、他大学大学院との協議に基づき、他大学大学院の学生で本大学院の授

業科目を履修する者を特別聴講生として受け入れることができる。この特別聴講生

については別に定める。

（委託生）

第４９条 公共団体又は他の大学大学院生等でその公共団体又はその大学大学院の委

託によって、大学院研究科における授業科目のなかで聴講を希望する者があるとき

は、欠員のある場合に限り当該研究科委員会の議を経た上で修学を許可することが

できる。

２ 委託生が、聴講科目の試験に合格したときはその授業科目の修了証を授与する。

３ 委託生を希望する者の手続き並びに選考料、登録料及び聴講料は別に定める。

（研究生）

第４９条の２ 大学院に研究生をおくことができる。

２ 研究生に関し必要な事項は別に定める。

第１１章 研究指導施設

 （研究指導施設）

第５０条 大学院に研究室、実験実習室を設ける。

２ 学生は、必要に応じ図書館、各学部の施設及び医学部付属病院の施設を使用する

ものとする。

第１２章 雑則

（改正） 

第５１条 この学則を改正しようとするときは、杏林学園運営審議会の議を経たうえ、

改正事項が単一の研究科に係る場合は当該研究科の研究科委員会に、２つ以上の研
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究科に関連する場合は関連する各研究科の研究科委員会に諮り、いずれも研究科委

員会委員の３分の２以上が出席し、出席者の３分の２以上の賛成を得たうえ、大学

院委員会及び理事会の承認を得なければならない。 

附 則 

１ 本学則に定めるもののほか、大学院学生については本学学則を準用する。 

２ 本学則を改正しようとするときは、研究科委員会委員の３分の２以上が出席し、

出席者の３分の２以上の賛成を得たうえ、大学院委員会の承認を得なければならな

い。 

３ 前項の学則の改正については、理事会の承認を要する。 

４ 本学則は、昭和５１年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、昭和５４年 ４月 １日から施行し、既に在学している学生にも適用す

る。 

附 則 

本学則は、昭和５７年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、昭和５９年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、昭和６１年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成 ３年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成 ５年 ４月 １日から施行する。 

２ 本学則を改正しようとするときは、改正事項が単一の研究科に係る場合は当該研

究科の研究科委員会に、二つ以上の研究科に関連する場合は関連する各研究科の研

究科委員会に諮り、いずれも研究科委員会委員の３分の２以上が出席し、出席者の

３分の２以上の賛成を得たうえ、大学院委員会の承認を得なければならない。 

別表１ 

別表２ 

別表３ 

別表４ 

附 則 

本学則は、平成 ６年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成 ７年 ４月 １日から施行する。ただし、第３０条第２項第４号

の改正規定は、平成 ６年 ８月１０日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成 ８年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成 ９年 ４月 １日から施行する。 
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附 則 

本学則は、平成１０年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成１１年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１１年 ７月 １日から施行する。 

２ 第４３条第１項は、平成１２年度入学志願者から適用する。 

附 則 

本学則は、平成１２年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１３年 ４月 １日から施行する。ただし、別表３（１）の専攻共

通科目中の事例研究については平成１２年１０月 １日から適用する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１３年 ４月 １日から施行する。 

２ 別表３－２の授業科目は、平成１３年度以降の入学生から適用するものとし、別

表３－１の授業科目は、平成１２年度以前の入学生に適用する。 

３ 博士前期課程において平成１２年度以前の入学生は、国際協力研究科博士前期課

程履修規程に定める授業科目対応表により別表３－２の授業科目を受講するものと

する。ただし、単位認定については、別表３－１の授業科目で行う。 

附 則 

本学則は、平成１４年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成１４年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成１４年１０月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成１５年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成１５年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１６年 ４月 １日から施行する。 

２ 別表３－３の授業科目は、平成１６年度以降の入学生から適用する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１６年 ４月 １日から施行する。 

２ 別表３－３（２）の授業科目は、平成１５年度以前の入学生にも適用する。 

附 則 

本学則は、平成１７年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１８年 ４月 １日から施行する。 

２ 改正後の第４３条（別表４）及び第４４条については、平成１８年 ４月 １日

以降の入学生から適用し、平成１７年１０月 １日以前の入学生については、改正
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前の学則を適用する。 

附 則 

本学則は、平成１８年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成１９年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成２０年 ４月 １日から施行する。ただし、第４９条の２の規定

は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 別表２－２及び２－３の授業科目は、平成２０年度以降の入学生から適用するも

のとし、別表２－１の授業科目は、平成１９年度以前の入学生に適用する。 

附 則 

本学則は、平成２０年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成２０年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成２１年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 （施行期日） 

１ 本学則は、平成２２年 ４月 １日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この学則による改正後の第１４条、第１８条、第２７条の２及び第４３条（別表

４）の規定は、平成２２年４月１日以降の入学生に適用し、平成２１年１０月１日

以前の入学生については、改正前の学則を適用する。 

附 則 

 （施行期日） 

１ 本学則は、平成２２年 ４月 １日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この学則による改正後の第１８条の規定は、平成２２年４月１日以降の入学生に

適用し、平成２１年１０月１日以前の入学生については、改正前の学則を適用する。 

附 則 

 （施行期日） 

１ 本学則は、平成２３年 ４月 １日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この学則による改正後の第１８条の規定は、平成２３年４月１日以降の入学生に

適用し、平成２２年１０月１日以前の入学生については、改正前の学則を適用する。 

附 則 

 （施行期日） 

１ 本学則は、平成２４年 ４月 １日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 別表２－４及び２－５の授業科目は、平成２４年度以降の入学生から適用するも

のとし、別表２－１、２－２、２－３の授業科目は、平成２３年度以前の入学生に
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適用する。 

附 則 

本学則は、平成２４年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成２４年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 （施行期日）

１ 本学則は、平成２５年 ４月 １日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 別表２－６の授業科目は、平成２５年度以降の入学生から適用するものとし、平成２

４年度以前の入学生については、改正前の学則を適用する。

附 則 

本学則は、平成２５年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、平成２６年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 （施行期日）

１ 本学則は、平成２６年 ４月 １日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この学則による改正後の第１８条の規定は、平成２６年４月１日以降の入学生に適用

し、平成２５年９月１５日以前の入学生については、改正前の学則を適用する。

附 則 

 （施行期日）

１ 本学則は、平成２７年 ４月 １日から施行する。

 （経過措置）

２ この学則による改正後の第１８条の規定は、平成２７年４月１日以降の入学生に適用

し、平成２６年 ９月１５日以前の入学生については、改正前の学則を適用する。

附 則 

 （施行期日）

１ 本学則は、平成２８年 ４月 １日から施行する。

 （経過措置）

２ 別表３―４の授業科目は、平成２８年４月１日以降の入学生から適用するものとし、

平成２７年 ９月１５日以前の入学生については、改正前の学則を適用する。

附 則 

本学則は、平成２９年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 （施行期日）

１ 本学則は、平成３１年 ４月 １日より施行する。

 （経過措置）

２ この学則による改正後の第４条、第４条の２、第１４条、第２７条の２および別

表３－４の規定は、平成３１年４月１日以降の入学生に適用し、平成３０年９月１
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５日以前の入学生については、改正前の学則を適用する。

附 則 

本学則は、平成３１年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、令和 ３年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、令和 ３年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

本学則は、令和 ４年 ４月 １日から施行する。 
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別表１－１ 

医学研究科における授業科目及び単位 

（平成２２年度入学者から適用） 

専攻 専 門 分 野 授 業 科 目 単位数 

生

理

系

器 官 構 築 学 

肉 眼 解 剖 学  講 義 ・ 演 習 

肉 眼 解 剖 学  実 験 ・ 実 習 

顕 微 解 剖 学  講 義 ・ 演 習 

顕 微 解 剖 学  実 験 ・ 実 習 

ゲ ノ ム ・ 遺 伝 学  講 義 ・ 演 習 

ゲ ノ ム ・ 遺 伝 学  実 験 ・ 実 習 

器 官 構 築 学  課 題 研 究 

器 官 構 築 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

病 態 生 化 学 

分 子 細 胞 生 物 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 細 胞 生 物 学  実 験 ・ 実 習 

代 謝 生 化 学  講 義 ・ 演 習 

代 謝 生 化 学  実 験 ・ 実 習 

分 子 機 能 生 化 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 機 能 生 化 学  実 験 ・ 実 習 

病 態 生 化 学  課 題 研 究 

病 態 生 化 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

生 体 機 能 制 御 学 

細 胞 生 理 学 講 義 ・ 演 習 

細 胞 生 理 学 実 験 ・ 実 習 

統 合 生 理 学 講 義 ・ 演 習 

統 合 生 理 学 実 験 ・ 実 習 

生 体 物 理 工 学  講 義 ・ 演 習 

生 体 物 理 工 学  実 験 ・ 実 習 

生 体 機 能 制 御 学  課 題 研 究 

生 体 機 能 制 御 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

分 子 細 胞 薬 理 学 

分 子 細 胞 薬 理 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 細 胞 薬 理 学  実 験 ・ 実 習 

分 子 細 胞 薬 理 学  課 題 研 究 

分 子 細 胞 薬 理 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

病

理

系

病 理 学

病 理 学 講 義 ・ 演 習 

病 理 学 実 験 ・ 実 習 

病 理 学 課 題 研 究 

病 理 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  講 義 ・ 演 習 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  実 験 ・ 実 習 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  課 題 研 究 

感染症・熱帯病学  研究論文演習 

４ 

８ 

８ 

４ 
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臨 床 検 査 医 学 

臨 床 検 査 医 学  講 義 ・ 演 習 

臨 床 検 査 医 学  実 験 ・ 実 習 

臨 床 検 査 医 学  課 題 研 究 

臨 床 検 査 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

社

会

医

学

系

社 会 医 療 情 報 学 

社 会 医 療 情 報 学  講 義 ・ 演 習 

社 会 医 療 情 報 学  実 験 ・ 実 習 

社 会 医 療 情 報 学  課 題 研 究 

社 会 医 療 情 報 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

法 科 学

法 科 学 講 義 ・ 演 習 

法 科 学 実 験 ・ 実 習 

法 科 学 課 題 研 究 

法 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

内

科

系

内 科 学

呼 吸 器 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

呼 吸 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

神 経 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

神 経 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

腎臓・ﾘｳﾏﾁ膠原病内科学 講義・演習 

腎臓・ﾘｳﾏﾁ膠原病内科学 実験・実習 

循 環 器 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

循 環 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

血 液 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

血 液 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

消 化 器 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

消 化 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

糖尿病・内分泌・代謝内科学 講義・演習 

糖尿病・内分泌・代謝内科学 実験・実習 

腫 瘍 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

腫 瘍 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

内 科 学 課 題 研 究 

内 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

加 齢 医 学

加 齢 医 学 講 義 ・ 演 習 

加 齢 医 学 実 験 ・ 実 習 

加 齢 医 学 課 題 研 究 

加 齢 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

総 合 医 療 学 

総 合 医 療 学  講 義 ・ 演 習 

総 合 医 療 学  実 験 ･ 実 習 

総 合 医 療 学  課 題 研 究 

総 合 医 療 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 
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内

科

系

小 児 科 学

小 児 科 学  講 義 ・ 演 習 

小 児 科 学  実 験 ・ 実 習 

小 児 科 学  課 題 研 究 

小 児 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

精 神 神 経 科 学 

精 神 神 経 科 学  講 義 ・ 演 習 

精 神 神 経 科 学  実 験 ・ 実 習 

精 神 神 経 科 学  課 題 研 究 

精 神 神 経 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

皮 膚 科 学

皮 膚 科 学  講 義 ・ 演 習 

皮 膚 科 学  実 験 ・ 実 習 

皮 膚 科 学  課 題 研 究 

皮 膚 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

放 射 線 医 学 

放 射 線 医 学  講 義 ・ 演 習 

放 射 線 医 学  実 験 ・ 実 習 

放 射 線 医 学  課 題 研 究 

放 射 線 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

外

科

系

外 科 学

消化器・一般外科学 講義・演習 

消化器・一般外科学 実験・実習 

呼吸器・甲状腺外科学 講義・演習 

呼吸器・甲状腺外科学 実験・実習 

乳 腺 外 科 学 講 義 ・ 演 習 

乳 腺 外 科 学 実 験 ・ 実 習 

外 科 学 課 題 研 究 

外 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

救 急 医 学

救 急 医 学 講 義 ・ 演 習 

救 急 医 学 実 験 ・ 実 習 

救 急 医 学 課 題 研 究 

救 急 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

整 形 外 科 学 

整 形 外 科 学 講 義 ・ 演 習 

整 形 外 科 学 実 験 ・ 実 習 

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 講 義 ・ 演 習 

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 実 験 ・ 実 習 

整 形 外 科 学  課 題 研 究 

整 形 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

脳 神 経 外 科 学 

脳 神 経 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

脳 神 経 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

脳 神 経 外 科 学  課 題 研 究 

脳 神 経 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 
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外

科

系

心 臓 血 管 外 科 学 

心 臓 血 管 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

心 臓 血 管 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

心 臓 血 管 外 科 学  課 題 研 究 

心 臓 血 管 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

産 科 婦 人 科 学 

産 科 婦 人 科 学  講 義 ・ 演 習 

産 科 婦 人 科 学  実 験 ・ 実 習 

産 科 婦 人 科 学  課 題 研 究 

産 科 婦 人 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

眼 科 学

眼 科 学 講 義 ・ 演 習 

眼 科 学 実 験 ・ 実 習 

眼 科 学 課 題 研 究 

眼 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

耳 鼻 咽 喉 科 学 

耳 鼻 咽 喉 科 学  講 義 ・ 演 習 

耳 鼻 咽 喉 科 学  実 験 ・ 実 習 

耳 鼻 咽 喉 科 学  課 題 研 究 

耳 鼻 咽 喉 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

泌 尿 器 科 学 

泌 尿 器 科 学 講 義 ・ 演 習 

泌 尿 器 科 学 実 験 ・ 実 習 

泌 尿 器 科 学 課 題 研 究 

泌 尿 器 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

麻 酔 科 学

麻 酔 科 学 講 義 ・ 演 習 

麻 酔 科 学 実 験 ・ 実 習 

麻 酔 科 学 課 題 研 究 

麻 酔 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

小 児 外 科 学 

小 児 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

小 児 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

小 児 外 科 学  課 題 研 究 

小 児 外 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

形 成 外 科 学 

形 成 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

形 成 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

形 成 外 科 学  課 題 研 究 

形 成 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

専 攻 共 通 科 目 
基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅰ ４ 

基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅱ ２ 
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別表１－２ 

医学研究科における授業科目及び単位 

（平成２７年度入学者から適用） 

専攻 専 門 分 野 授 業 科 目 単位数 

生

理

系

器 官 構 築 学 

肉 眼 解 剖 学  講 義 ・ 演 習 

肉 眼 解 剖 学  実 験 ・ 実 習 

顕 微 解 剖 学  講 義 ・ 演 習 

顕 微 解 剖 学  実 験 ・ 実 習 

ゲ ノ ム ・ 遺 伝 学  講 義 ・ 演 習 

ゲ ノ ム ・ 遺 伝 学  実 験 ・ 実 習 

器 官 構 築 学  課 題 研 究 

器 官 構 築 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

病 態 生 化 学 

分 子 細 胞 生 物 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 細 胞 生 物 学  実 験 ・ 実 習 

代 謝 生 化 学  講 義 ・ 演 習 

代 謝 生 化 学  実 験 ・ 実 習 

分 子 機 能 生 化 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 機 能 生 化 学  実 験 ・ 実 習 

病 態 生 化 学  課 題 研 究 

病 態 生 化 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

生 体 機 能 制 御 学 

細 胞 生 理 学 講 義 ・ 演 習 

細 胞 生 理 学 実 験 ・ 実 習 

統 合 生 理 学 講 義 ・ 演 習 

統 合 生 理 学 実 験 ・ 実 習 

生 体 物 理 工 学  講 義 ・ 演 習 

生 体 物 理 工 学  実 験 ・ 実 習 

生 体 機 能 制 御 学  課 題 研 究 

生 体 機 能 制 御 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

分 子 細 胞 薬 理 学 

分 子 細 胞 薬 理 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 細 胞 薬 理 学  実 験 ・ 実 習 

分 子 細 胞 薬 理 学  課 題 研 究 

分 子 細 胞 薬 理 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

病

理

系

病 理 学

病 理 学 講 義 ・ 演 習 

病 理 学 実 験 ・ 実 習 

病 理 学 課 題 研 究 

病 理 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  講 義 ・ 演 習 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  実 験 ・ 実 習 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  課 題 研 究 

感染症・熱帯病学  研究論文演習 

４ 

８ 

８ 

４ 
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臨 床 検 査 医 学 

臨 床 検 査 医 学  講 義 ・ 演 習 

臨 床 検 査 医 学  実 験 ・ 実 習 

臨 床 検 査 医 学  課 題 研 究 

臨 床 検 査 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

社

会

医

学

系

社 会 医 療 情 報 学 

社 会 医 療 情 報 学  講 義 ・ 演 習 

社 会 医 療 情 報 学  実 験 ・ 実 習 

社 会 医 療 情 報 学  課 題 研 究 

社 会 医 療 情 報 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

法 科 学

法 科 学 講 義 ・ 演 習 

法 科 学 実 験 ・ 実 習 

法 科 学 課 題 研 究 

法 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

内

科

系

内 科 学

呼 吸 器 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

呼 吸 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

神 経 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

神 経 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

腎臓・ﾘｳﾏﾁ膠原病内科学 講義・演習 

腎臓・ﾘｳﾏﾁ膠原病内科学 実験・実習 

循 環 器 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

循 環 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

血 液 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

血 液 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

消 化 器 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

消 化 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

糖尿病・内分泌・代謝内科学 講義・演習 

糖尿病・内分泌・代謝内科学 実験・実習 

腫 瘍 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

腫 瘍 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

内 科 学 課 題 研 究 

内 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

脳 卒 中 医 学 

脳 卒 中 医 学  講 義 ・ 演 習 

脳 卒 中 医 学  実 験 ・ 実 習 

脳 卒 中 医 学  課 題 研 究 

脳 卒 中 医 学  研 究 論 文 演 習 

４

８

８

４ 

加 齢 医 学

加 齢 医 学 講 義 ・ 演 習 

加 齢 医 学 実 験 ・ 実 習 

加 齢 医 学 課 題 研 究 

加 齢 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 
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内

科

系

総 合 医 療 学 

総 合 医 療 学 講 義 ・ 演 習 

総 合 医 療 学 実 験 ･ 実 習 

総 合 医 療 学 課 題 研 究 

総 合 医 療 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

小 児 科 学

小 児 科 学 講 義 ・ 演 習 

小 児 科 学 実 験 ・ 実 習 

小 児 科 学 課 題 研 究 

小 児 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

精 神 神 経 科 学 

精 神 神 経 科 学  講 義 ・ 演 習 

精 神 神 経 科 学  実 験 ・ 実 習 

精 神 神 経 科 学  課 題 研 究 

精 神 神 経 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

皮 膚 科 学

皮 膚 科 学  講 義 ・ 演 習 

皮 膚 科 学  実 験 ・ 実 習 

皮 膚 科 学  課 題 研 究 

皮 膚 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

放 射 線 医 学 

放 射 線 医 学  講 義 ・ 演 習 

放 射 線 医 学  実 験 ・ 実 習 

放 射 線 医 学  課 題 研 究 

放 射 線 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

外

科

系

外 科 学

消化器・一般外科学 講義・演習 

消化器・一般外科学 実験・実習 

呼吸器・甲状腺外科学 講義・演習 

呼吸器・甲状腺外科学 実験・実習 

乳 腺 外 科 学 講 義 ・ 演 習 

乳 腺 外 科 学 実 験 ・ 実 習 

外 科 学 課 題 研 究 

外 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

救 急 医 学

救 急 医 学 講 義 ・ 演 習 

救 急 医 学 実 験 ・ 実 習 

救 急 医 学 課 題 研 究 

救 急 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

整 形 外 科 学 

整 形 外 科 学 講 義 ・ 演 習 

整 形 外 科 学 実 験 ・ 実 習 

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 講 義 ・ 演 習 

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 実 験 ・ 実 習 

整 形 外 科 学  課 題 研 究 

整 形 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 
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外

科

系

脳 神 経 外 科 学 

脳 神 経 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

脳 神 経 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

脳 神 経 外 科 学  課 題 研 究 

脳 神 経 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

心 臓 血 管 外 科 学 

心 臓 血 管 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

心 臓 血 管 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

心 臓 血 管 外 科 学  課 題 研 究 

心 臓 血 管 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

産 科 婦 人 科 学 

産 科 婦 人 科 学  講 義 ・ 演 習 

産 科 婦 人 科 学  実 験 ・ 実 習 

産 科 婦 人 科 学  課 題 研 究 

産 科 婦 人 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

眼 科 学

眼 科 学 講 義 ・ 演 習 

眼 科 学 実 験 ・ 実 習 

眼 科 学 課 題 研 究 

眼 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

耳 鼻 咽 喉 科 学 

耳 鼻 咽 喉 科 学  講 義 ・ 演 習 

耳 鼻 咽 喉 科 学  実 験 ・ 実 習 

耳 鼻 咽 喉 科 学  課 題 研 究 

耳 鼻 咽 喉 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

泌 尿 器 科 学 

泌 尿 器 科 学 講 義 ・ 演 習 

泌 尿 器 科 学 実 験 ・ 実 習 

泌 尿 器 科 学 課 題 研 究 

泌 尿 器 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

麻 酔 科 学

麻 酔 科 学 講 義 ・ 演 習 

麻 酔 科 学 実 験 ・ 実 習 

麻 酔 科 学 課 題 研 究 

麻 酔 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

小 児 外 科 学 

小 児 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

小 児 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

小 児 外 科 学  課 題 研 究 

小 児 外 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

形 成 外 科 学 

形 成 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

形 成 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

形 成 外 科 学  課 題 研 究 

形 成 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

専 攻 共 通 科 目 
基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅰ ４ 

基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅱ ２ 
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別表１－３ 

医学研究科における授業科目及び単位 

（平成３１年度入学者から適用） 

専攻 専 門 分 野 授 業 科 目 単位数 

生

理

系

器 官 構 築 学 

肉 眼 解 剖 学  講 義 ・ 演 習 

肉 眼 解 剖 学  実 験 ・ 実 習 

顕 微 解 剖 学  講 義 ・ 演 習 

顕 微 解 剖 学  実 験 ・ 実 習 

ゲ ノ ム ・ 遺 伝 学  講 義 ・ 演 習 

ゲ ノ ム ・ 遺 伝 学  実 験 ・ 実 習 

器 官 構 築 学  課 題 研 究 

器 官 構 築 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

病 態 生 化 学 

分 子 細 胞 生 物 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 細 胞 生 物 学  実 験 ・ 実 習 

代 謝 生 化 学  講 義 ・ 演 習 

代 謝 生 化 学  実 験 ・ 実 習 

分 子 機 能 生 化 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 機 能 生 化 学  実 験 ・ 実 習 

病 態 生 化 学  課 題 研 究 

病 態 生 化 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

生 体 機 能 制 御 学 

病 態 生 理 学 講 義 ・ 演 習 

病 態 生 理 学 実 験 ・ 実 習 

統 合 生 理 学 講 義 ・ 演 習 

統 合 生 理 学 実 験 ・ 実 習 

生 体 物 理 工 学  講 義 ・ 演 習 

生 体 物 理 工 学  実 験 ・ 実 習 

生 体 機 能 制 御 学  課 題 研 究 

生 体 機 能 制 御 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

分 子 細 胞 薬 理 学 

分 子 細 胞 薬 理 学  講 義 ・ 演 習 

分 子 細 胞 薬 理 学  実 験 ・ 実 習 

分 子 細 胞 薬 理 学  課 題 研 究 

分 子 細 胞 薬 理 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

病

理

系

病 理 学

病 理 学 講 義 ・ 演 習 

病 理 学 実 験 ・ 実 習 

病 理 学 課 題 研 究 

病 理 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  講 義 ・ 演 習 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  実 験 ・ 実 習 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学  課 題 研 究 

感染症・熱帯病学  研究論文演習 

４ 

８ 

８ 

４ 
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臨 床 検 査 医 学 

臨 床 検 査 医 学  講 義 ・ 演 習 

臨 床 検 査 医 学  実 験 ・ 実 習 

臨 床 検 査 医 学  課 題 研 究 

臨 床 検 査 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

社

会

医

学

系

社 会 医 療 情 報 学 

社 会 医 療 情 報 学  講 義 ・ 演 習 

社 会 医 療 情 報 学  実 験 ・ 実 習 

社 会 医 療 情 報 学  課 題 研 究 

社 会 医 療 情 報 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

法 科 学

法 科 学 講 義 ・ 演 習 

法 科 学 実 験 ・ 実 習 

法 科 学 課 題 研 究 

法 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

内

科

系

内 科 学

呼 吸 器 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

呼 吸 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

神 経 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

神 経 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

腎臓・ﾘｳﾏﾁ膠原病内科学 講義・演習 

腎臓・ﾘｳﾏﾁ膠原病内科学 実験・実習 

循 環 器 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

循 環 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

血 液 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

血 液 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

消 化 器 内 科 学  講 義 ・ 演 習 

消 化 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

糖尿病・内分泌・代謝内科学 講義・演習 

糖尿病・内分泌・代謝内科学 実験・実習 

腫 瘍 内 科 学 講 義 ・ 演 習 

腫 瘍 内 科 学  実 験 ・ 実 習 

内 科 学 課 題 研 究 

内 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

脳 卒 中 医 学 

脳 卒 中 医 学  講 義 ・ 演 習 

脳 卒 中 医 学  実 験 ・ 実 習 

脳 卒 中 医 学  課 題 研 究 

脳 卒 中 医 学  研 究 論 文 演 習 

４

８

８

４ 

加 齢 医 学

加 齢 医 学 講 義 ・ 演 習 

加 齢 医 学 実 験 ・ 実 習 

加 齢 医 学 課 題 研 究 

加 齢 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 
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内

科

系

総 合 医 療 学 

総 合 医 療 学 講 義 ・ 演 習 

総 合 医 療 学 実 験 ･ 実 習 

総 合 医 療 学 課 題 研 究 

総 合 医 療 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

小 児 科 学

小 児 科 学 講 義 ・ 演 習 

小 児 科 学 実 験 ・ 実 習 

小 児 科 学 課 題 研 究 

小 児 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

精 神 神 経 科 学 

精 神 神 経 科 学  講 義 ・ 演 習 

精 神 神 経 科 学  実 験 ・ 実 習 

精 神 神 経 科 学  課 題 研 究 

精 神 神 経 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

皮 膚 科 学

皮 膚 科 学  講 義 ・ 演 習 

皮 膚 科 学  実 験 ・ 実 習 

皮 膚 科 学  課 題 研 究 

皮 膚 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

放 射 線 医 学 

放 射 線 医 学  講 義 ・ 演 習 

放 射 線 医 学  実 験 ・ 実 習 

放 射 線 医 学  課 題 研 究 

放 射 線 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

外

科

系

外 科 学

消化器・一般外科学 講義・演習 

消化器・一般外科学 実験・実習 

呼吸器・甲状腺外科学 講義・演習 

呼吸器・甲状腺外科学 実験・実習 

乳 腺 外 科 学 講 義 ・ 演 習 

乳 腺 外 科 学 実 験 ・ 実 習 

外 科 学 課 題 研 究 

外 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 

救 急 医 学

救 急 医 学 講 義 ・ 演 習 

救 急 医 学 実 験 ・ 実 習 

救 急 医 学 課 題 研 究 

救 急 医 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

整 形 外 科 学 

整 形 外 科 学 講 義 ・ 演 習 

整 形 外 科 学 実 験 ・ 実 習 

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 講 義 ・ 演 習 

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 実 験 ・ 実 習 

整 形 外 科 学  課 題 研 究 

整 形 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

４ 

８ 

８ 

４ 
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外

科

系

脳 神 経 外 科 学 

脳 神 経 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

脳 神 経 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

脳 神 経 外 科 学  課 題 研 究 

脳 神 経 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

心 臓 血 管 外 科 学 

心 臓 血 管 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

心 臓 血 管 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

心 臓 血 管 外 科 学  課 題 研 究 

心 臓 血 管 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

産 科 婦 人 科 学 

産 科 婦 人 科 学  講 義 ・ 演 習 

産 科 婦 人 科 学  実 験 ・ 実 習 

産 科 婦 人 科 学  課 題 研 究 

産 科 婦 人 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

眼 科 学

眼 科 学 講 義 ・ 演 習 

眼 科 学 実 験 ・ 実 習 

眼 科 学 課 題 研 究 

眼 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

耳 鼻 咽 喉 科 学 

耳 鼻 咽 喉 科 学  講 義 ・ 演 習 

耳 鼻 咽 喉 科 学  実 験 ・ 実 習 

耳 鼻 咽 喉 科 学  課 題 研 究 

耳 鼻 咽 喉 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

泌 尿 器 科 学 

泌 尿 器 科 学 講 義 ・ 演 習 

泌 尿 器 科 学 実 験 ・ 実 習 

泌 尿 器 科 学 課 題 研 究 

泌 尿 器 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

麻 酔 科 学

麻 酔 科 学 講 義 ・ 演 習 

麻 酔 科 学 実 験 ・ 実 習 

麻 酔 科 学 課 題 研 究 

麻 酔 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

小 児 外 科 学 

小 児 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

小 児 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

小 児 外 科 学  課 題 研 究 

小 児 外 科 学 研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

形 成 外 科 学 

形 成 外 科 学  講 義 ・ 演 習 

形 成 外 科 学  実 験 ・ 実 習 

形 成 外 科 学  課 題 研 究 

形 成 外 科 学  研 究 論 文 演 習 

４ 

８ 

８ 

４ 

専 攻 共 通 科 目 
基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅰ ４ 

基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅱ ２ 
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 別表１－４ 

医学研究科における授業科目及び単位 

（令和４年度入学者からの適用） 

科目区分 授業科目 
単位数 

必修 選択 

共
通

科
目

特 別 研 究 ８

医 学 研 究 講 義 Ⅰ

医 学 研 究 講 義 Ⅱ

４ 

２ 

専
門
科
目

脳 神 経 内 科 学  講 義 ・ 演 習

脳 神 経 内 科 学  実 験 ・ 実 習

脳 神 経 内 科 学  課 題 研 究

呼 吸 器 内 科 学  講 義 ・ 演 習

呼 吸 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習

呼 吸 器 内 科 学  課 題 研 究

腎臓・リウマチ膠原病内科学  講 義 ・ 演 習

腎臓・リウマチ膠原病内科学  実 験 ・ 実 習

腎臓・リウマチ膠原病内科学  課 題 研 究

循 環 器 内 科 学  講 義 ・ 演 習

循 環 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習

循 環 器 内 科 学  課 題 研 究

血 液 内 科 学   講 義 ・ 演 習

血 液 内 科 学   実 験 ・ 実 習

血 液 内 科 学  課 題 研 究

糖尿病・内分泌・代謝内科学  講 義 ・ 演 習

糖尿病・内分泌・代謝内科学  実 験 ・ 実 習

糖尿病・内分泌・代謝内科学  課 題 研 究

消 化 器 内 科 学  講 義 ・ 演 習

消 化 器 内 科 学  実 験 ・ 実 習

消 化 器 内 科 学  課 題 研 究

腫 瘍 内 科 学   講 義 ・ 演 習

腫 瘍 内 科 学   実 験 ・ 実 習

腫 瘍 内 科 学  課 題 研 究

高 齢 医 学   講 義 ・ 演 習

高 齢 医 学   実 験 ・ 実 習

高 齢 医 学  課 題 研 究

精 神 神 経 科 学  講 義 ・ 演 習

精 神 神 経 科 学  実 験 ・ 実 習

精 神 神 経 科 学  課 題 研 究

４

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 
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小 児 科 学   講 義 ・ 演 習

小 児 科 学   実 験 ・ 実 習

小 児 科 学  課 題 研 究

消 化 器 ・ 一 般 外 科 学  講 義 ・ 演 習

消 化 器 ・ 一 般 外 科 学  実 験 ・ 実 習

消 化 器 ・ 一 般 外 科 学 課 題 研 究

呼吸器・甲状腺外科学  講 義 ・ 演 習

呼吸器・甲状腺外科学  実 験 ・ 実 習

呼吸器・甲状腺外科学 課 題 研 究

乳 腺 外 科 学   講 義 ・ 演 習

乳 腺 外 科 学   実 験 ・ 実 習

乳 腺 外 科 学  課 題 研 究

小 児 外 科 学   講 義 ・ 演 習

小 児 外 科 学   実 験 ・ 実 習

小 児 外 科 学  課 題 研 究

救 急 医 学   講 義 ・ 演 習

救 急 医 学   実 験 ・ 実 習

救 急 医 学  課 題 研 究

脳 神 経 外 科 学  講 義 ・ 演 習

脳 神 経 外 科 学  実 験 ・ 実 習

脳 神 経 外 科 学  課 題 研 究

心 臓 血 管 外 科 学  講 義 ・ 演 習

心 臓 血 管 外 科 学  実 験 ・ 実 習

心 臓 血 管 外 科 学  課 題 研 究

整 形 外 科 学   講 義 ・ 演 習

整 形 外 科 学   実 験 ・ 実 習

整 形 外 科 学  課 題 研 究

皮 膚 科 学   講 義 ・ 演 習

皮 膚 科 学   実 験 ・ 実 習

皮 膚 科 学  課 題 研 究

形 成 外 科 学   講 義 ・ 演 習

形 成 外 科 学   実 験 ・ 実 習

形 成 外 科 学  課 題 研 究

泌 尿 器 科 学   講 義 ・ 演 習

泌 尿 器 科 学   実 験 ・ 実 習

泌 尿 器 科 学  課 題 研 究

眼 科 学   講 義 ・ 演 習

眼 科 学   実 験 ・ 実 習

４

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 
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眼 科 学  課 題 研 究

耳 鼻 咽 喉 科 学  講 義 ・ 演 習

耳 鼻 咽 喉 科 学  実 験 ・ 実 習

耳 鼻 咽 喉 科 学  課 題 研 究

産 科 婦 人 科 学  講 義 ・ 演 習

産 科 婦 人 科 学  実 験 ・ 実 習

産 科 婦 人 科 学  課 題 研 究

放 射 線 医 学   講 義 ・ 演 習

放 射 線 医 学   実 験 ・ 実 習

放 射 線 医 学  課 題 研 究

放 射 線 腫 瘍 学  講 義 ・ 演 習

放 射 線 腫 瘍 学  実 験 ・ 実 習

放 射 線 腫 瘍 学  課 題 研 究

麻 酔 科 学   講 義 ・ 演 習

麻 酔 科 学   実 験 ・ 実 習

麻 酔 科 学  課 題 研 究

臨 床 検 査 医 学  講 義 ・ 演 習

臨 床 検 査 医 学  実 験 ・ 実 習

臨 床 検 査 医 学  課 題 研 究

総 合 医 療 学   講 義 ・ 演 習

総 合 医 療 学   実 験 ・ 実 習

総 合 医 療 学  課 題 研 究

リハビリテーション医学 講 義 ・ 演 習

リハビリテーション医学 実 験 ・ 実 習

リハビリテーション医学  課 題 研 究

脳 卒 中 医 学   講 義 ・ 演 習

脳 卒 中 医 学   実 験 ・ 実 習

脳 卒 中 医 学  課 題 研 究

肉 眼 解 剖 学   講 義 ・ 演 習

肉 眼 解 剖 学   実 験 ・ 実 習

肉 眼 解 剖 学  課 題 研 究

顕 微 解 剖 学   講 義 ・ 演 習

顕 微 解 剖 学   実 験 ・ 実 習

顕 微 解 剖 学  課 題 研 究

統 合 生 理 学   講 義 ・ 演 習

統 合 生 理 学   実 験 ・ 実 習

統 合 生 理 学  課 題 研 究

病 態 生 理 学   講 義 ・ 演 習

８

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 
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病 態 生 理 学   実 験 ・ 実 習

病 態 生 理 学  課 題 研 究

代 謝 生 化 学   講 義 ・ 演 習

代 謝 生 化 学   実 験 ・ 実 習

代 謝 生 化 学  課 題 研 究

細 胞 生 化 学   講 義 ・ 演 習

細 胞 生 化 学   実 験 ・ 実 習

細 胞 生 化 学  課 題 研 究

薬 理 学   講 義 ・ 演 習

薬 理 学   実 験 ・ 実 習

薬 理 学  課 題 研 究

病 理 学   講 義 ・ 演 習

病 理 学   実 験 ・ 実 習

病 理 学  課 題 研 究

感 染 症 学   講 義 ・ 演 習

感 染 症 学   実 験 ・ 実 習

感 染 症 学  課 題 研 究

衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学  講 義 ・ 演 習

衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学  実 験 ・ 実 習

衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学 課 題 研 究

法 医 学   講 義 ・ 演 習

法 医 学   実 験 ・ 実 習

法 医 学  課 題 研 究

発 生 ・ 遺 伝 学  講 義 ・ 演 習

発 生 ・ 遺 伝 学  実 験 ・ 実 習

発 生 ・ 遺 伝 学  課 題 研 究

生 体 物 理 工 学  講 義 ・ 演 習

生 体 物 理 工 学  実 験 ・ 実 習

生 体 物 理 工 学  課 題 研 究

分 子 機 能 生 化 学  講 義 ・ 演 習

分 子 機 能 生 化 学  実 験 ・ 実 習

分 子 機 能 生 化 学  課 題 研 究

４

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 

４ 

４ 

８ 
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別表２－１ 

保健学研究科保健学専攻における授業科目及び単位 

（平成２９年度入学者から適用） 

（１）博士前期課程

専門分野 授業科目 単位数 

臨床検査・生命科学分野 

細 胞 診 断 学 特 論

感 染 症 学 特 論

感 染 症 疫 学 特 論

免 疫 学 特 論

解 剖 学 特 論

機 能 性 分 子 化 学 特 論

呼 吸 器 病 学

薬 理 学 特 論

生 体 情 報 学 特 論

腫 瘍 病 理 学

免 疫 血 液 学 特 論

生 体 分 子 検 査 学 特 論 （ １ ）

生 体 分 子 検 査 学 特 論 （ ２ ）

感 染 症 バ イ オ セ ー フ テ ィ 学

計 算 科 学 特 論

臨 床 細 胞 遺 伝 学 特 論

解 剖 学 特 論 （ 感 覚 系 ）

炎 症 免 疫 学

神 経 生 物 学 特 論

婦 人 科 腫 瘍 学 特 論

血 液 疾 患 薬 理 学

解 剖 学 特 論 （ 神 経 発 生 ）

神 経 学 特 論

遺 伝 子 機 能 解 析 学 特 論

細 菌 ・ ウ イ ル ス 学 特 論

臨床検査 ・生命科 学特別講 義Ⅰ

臨床検査 ・生命科 学特別講 義Ⅱ

細 胞 診 断 学 演 習

感 染 管 理

薬 物 動 態 分 析 技 術

感 染 制 御 学 演 習

細 胞 内 寄 生 体 学

免 疫 解 析 技 術

光 学 ・ 電 子 顕 微 鏡 技 術

機 能 分 子 化 学 演 習

生 理 機 能 解 析 技 術

生 体 分 子 検 査 学 演 習 （ １ ）

輸 血 検 査 学 演 習

計 算 科 学 演 習

生 体 分 子 検 査 学 演 習 （ ２ ）

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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病 理 組 織 診 断 技 術

光学・電子顕微鏡技術（試料作業）

臨床検査・生命科学特別演習Ⅰ

臨床検査・生命科学特別演習Ⅱ

特 別 研 究

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

保 健 学 分 野 

保 健 管 理 学 特 論

地 域 保 健 福 祉 論

臨 床 疫 学

学 校 保 健 学 特 論

養 護 教 育 実 践 論

健 康 エ コ ロ ジ ー 特 論

観 光 保 健 学 特 論

養 護 教 諭 論 特 論

心 理 学 特 論

認 知 心 理 学 特 論

産 業 精 神 保 健 学 特 論

学 校 精 神 保 健 特 論

産 業 保 健 学 特 論

成 人 保 健 学 特 論

保 健 福 祉 学 特 論

高 齢 者 福 祉 学 特 論

保 健 学 特 別 講 義 Ⅰ

保 健 学 特 別 講 義 Ⅱ

生 物 統 計 学 演 習

養 護 実 践 学 演 習

保 健 学 特 別 演 習 Ⅰ

保 健 学 特 別 演 習 Ⅱ

特 別 研 究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

臨 床 工 学 分 野 

循 環 器 病 学

心 電 学 Ⅰ

超 音 波 医 学 Ⅰ

内 科 学

生 理 学

環 境 生 理 学

先 端 臨 床 工 学 Ⅰ

先 端 臨 床 工 学 Ⅱ

医 療 と 工 学

人 工 臓 器 工 学

臨 床 生 理 学 特 論

感 覚 と 生 理 学

臨 床 工 学 特 別 講 義 Ⅰ

臨 床 工 学 特 別 講 義 Ⅱ

臨 床 工 学 特 別 講 義 Ⅲ

臨 床 工 学 特 別 講 義 Ⅳ

計 測 プ ロ グ ラ ミ ン グ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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特 別 研 究 ４

救 急 救 命 学 分 野 

災 害 医 学 概 論

外 傷 学 特 論

心 肺 蘇 生 法 特 論

救 急 病 態 学 特 論

救 急 救 命 学 特 別 講 義 Ⅰ

救 急 救 命 学 特 別 講 義 Ⅱ

特 別 研 究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

リハビリテーション

科 学 分 野 

作 業 科 学 特 論 Ⅰ

作 業 科 学 特 論 Ⅱ

中 枢 神 経 系 理 学 療 法 学 特 論

運 動 器 系 理 学 療 法 学 特 論

内 部 障 害 系 理 学 療 法 学 特 論

発 達 障 害 理 学 療 法 学 特 論

地 域 理 学 療 法 学 特 論

高 齢 者 理 学 療 法 学 特 論

精 神 障 害 作 業 療 法 学 特 論

神 経 系 作 業 療 法 学 特 論

認 知 障 害 作 業 療 法 学 特 論

国 際 理 学 療 法 学 特 論

呼 吸 循 環 系 理 学 療 法 学 特 論

理 学 療 法 管 理 工 学 特 論

筋 骨 格 系 理 学 療 法 学 特 論

老 年 期 作 業 療 法 学 特 論

生 活 環 境 支 援 学 特 論

精神保健リハビリテーション学特論

物 理 療 法 学 特 論

リハビリテーション科学特別講義Ⅰ

リハビリテーション科学特別講義Ⅱ

リハビリテーション科学特別講義Ⅲ

リハビリテーション科学特別講義Ⅳ

理 学 療 法 機 能 評 価 学 演 習

徒 手 理 学 療 法 学 演 習

理 学 療 法 学 研 究 方 法 演 習

発 達 障 害 理 学 療 法 学 演 習

地 域 理 学 療 法 学 演 習

高 齢 者 理 学 療 法 学 演 習

精 神 障 害 作 業 療 法 学 演 習

神 経 系 作 業 療 法 学 演 習

神 経 心 理 学 的 検 査 法 演 習

国 際 理 学 療 法 学 演 習

呼 吸 循 環 系 理 学 療 法 学 演 習

ス ポ ー ツ 理 学 療 法 学 演 習

地 域 作 業 療 法 学 演 習

特 別 研 究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 
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診 療 放 射 線 学 分 野 

画 像 診 断 技 術 学 特 論

核 医 学 物 理 学 特 論

医 用 画 像 情 報 学 特 論

医 用 電 磁 気 学

磁 気 共 鳴 画 像 技 術 学 特 論

放 射 線 計 測 学 特 論

原 子 核 物 理 学

放 射 線 安 全 科 学 特 論

特別講義Ⅰ（機能画像解析学）

診 療 放 射 線 特 別 講 義 Ⅱ

診 療 放 射 線 特 別 講 義 Ⅲ

画 像 診 断 技 術 学 セ ミ ナ ー

核 医 学 物 理 学 演 習

医 用 画 像 情 報 学 演 習

特 別 研 究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

研 究 科 共 通 科 目 
専 門 横 断 科 目

研 究 倫 理

２ 

２ 

（２）博士後期課程

専門分野 授業科目 単位数 

臨床検査・生命科学分野 

感 染 症 疫 学

免 疫 学

細 胞 診 断 学

機 能 分 子 化 学

分 子 解 剖 学

感 染 制 御 学

薬 物 動 態 解 析 学

神 経 生 物 学

生 体 侵 襲 と 免 疫

分 子 解 剖 学 （ 感 覚 系 ）

神 経 病 理 学

腫 瘍 組 織 学

計 算 科 学

分 子 解 剖 学 セ ミ ナ ー

免 疫 学 セ ミ ナ ー

神 経 生 物 学 セ ミ ナ ー

応 用 免 疫 学 セ ミ ナ ー

細 胞 診 ・ 病 理 セ ミ ナ ー

生 体 分 子 検 査 学 セ ミ ナ ー ( 1 ）

生 体 分 子 検 査 学 セ ミ ナ ー ( ２ ）

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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保健学・救急救命学分野 

疫 学

養 護 教 育 学

心 理 学

人 類 生 態 学

産 業 保 健 学

保 健 福 祉 学

臨 床 心 理 学

保 健 学 特 別 講 義 Ⅰ

保 健 学 特 別 講 義 Ⅱ

疫 学 セ ミ ナ ー

環 境 問 題 演 習

保 健 科 教 材 研 究

養 護 実 践 学 Ａ

養 護 実 践 学 Ｂ

養 護 実 践 学 セ ミ ナ ー

保 健 学 特 別 演 習 Ⅰ

保 健 学 特 別 演 習 Ⅱ

心 肺 蘇 生 法 演 習

救 急 病 態 学

救 急 救 命 学 特 別 講 義 Ⅰ

救 急 救 命 学 特 別 講 義 Ⅱ

災 害 医 学 セ ミ ナ ー

外 傷 セ ミ ナ ー

救 急 救 命 学 特 別 演 習 Ⅰ

救 急 救 命 学 特 別 演 習 Ⅱ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

臨 床 工 学 分 野 

心 電 学 Ⅱ

超 音 波 医 学 Ⅱ

先 端 臨 床 工 学 Ⅲ

生 命 支 援 工 学

人 体 の 許 容 限 界

臨 床 工 学 特 別 講 義 Ⅰ

臨 床 工 学 特 別 講 義 Ⅱ

臨 床 医 学 セ ミ ナ ー

循 環 器 病 学 セ ミ ナ ー

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

科 学 分 野

が ん の 理 学 療 法 学

徒 手 理 学 療 法 学

小 児 理 学 療 法 学

中 枢 神 経 系 理 学 療 法 学

国 際 理 学 療 法 学

地 域 生 活 環 境 学

作 業 科 学

精 神 障 害 作 業 療 法 学

神 経 系 作 業 療 法 学

認 知 ・ 運 動 ・ 活 動 障 害 学

老 年 期 障 害 作 業 療 法 学

臨 床 理 学 療 法 推 論 学 セ ミ ナ ー

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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障害者スポーツ支援学セミナー

小 児 理 学 療 法 学 セ ミ ナ ー

臨床理学療法学研究法セミナー

脳卒中上肢機能回復学セミナー

神 経 系 病 態 学 セ ミ ナ ー

運 動 器 障 害 作 業 療 法 学 特 論

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

診 療 放 射 線 学 分 野 

画 像 診 断 学 特 論

分 子 画 像 技 術 学 特 論

多 次 元 医 用 画 像 工 学 特 論

磁 気 共 鳴 画 像 工 学 特 論

放 射 線 応 用 計 測 学

画 像 診 断 学 セ ミ ナ ー

分 子 画 像 技 術 学 演 習

多 次 元 医 用 画 像 工 学 演 習

磁 気 共 鳴 画 像 工 学 演 習

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

特 別 研 究

特 別 研 究 Ⅰ

特 別 研 究 Ⅱ

特 別 研 究 Ⅲ

４ 

２ 

２ 
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別表２－２ 

保健学研究科看護学専攻における授業科目及び単位 

（平成２９年度入学者から適用） 

（１）博士前期課程

専門分野 授業科目 単位数 

基 礎 看 護 科 学 分 野 

看 護 医 療 安 全 教 育 特 論

遺 伝 看 護 学 特 論

法 医 看 護 学 特 論

小 児 保 健 看 護 学 特 論

生 活 機 能 看 護 学 特 論

特 別 講 義

看 護 医 療 安 全 教 育 演 習

小 児 保 健 看 護 学 演 習

生 活 機 能 看 護 学 演 習

特 別 演 習

特 別 研 究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

実 践 看 護 科 学 分 野 

高 齢 者 看 護 学 特 論

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 看 護 学 特 論

助 産 学 特 論

小 児 看 護 学 特 論

地 域 看 護 学 特 論 Ⅰ

地 域 看 護 学 特 論 Ⅱ

在 宅 看 護 学 特 論

特 別 講 義

高 齢 者 看 護 学 演 習

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 看 護 学 演 習

助 産 学 演 習

小 児 看 護 学 演 習

地 域 看 護 学 演 習 Ⅰ

地 域 看 護 学 演 習 Ⅱ

在 宅 看 護 学 演 習

特 別 演 習 （ が ん 看 護 ）

特別演習（クリティカルケア看護）

特 別 演 習 （ 精 神 看 護 ）

特 別 研 究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

実 践 看 護 科 学 分 野 

（ C N S コ ー ス ） 

が ん 看 護 学 特 論 Ⅰ

が ん 看 護 学 特 論 Ⅱ

が ん 看 護 学 特 論 Ⅲ

が ん 看 護 学 特 論 Ⅳ

が ん 看 護 学 演 習 Ⅰ

が ん 看 護 学 演 習 Ⅱ

が ん 看 護 学 実 習

精 神 看 護 学 特 論 Ⅰ

精 神 看 護 学 特 論 Ⅱ

精 神 看 護 学 特 論 Ⅲ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１０ 

２ 

２ 

２ 
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精 神 看 護 学 特 論 Ⅳ

精 神 看 護 学 特 論 Ⅴ

精 神 看 護 学 演 習 Ⅰ

精 神 看 護 学 演 習 Ⅱ

精 神 看 護 学 実 習

クリティカルケア看護学特論Ⅰ

クリティカルケア看護学特論Ⅱ

クリティカルケア看護学特論Ⅲ

病 態 治 療 論

クリティカルケア看護学演習Ⅰ

クリティカルケア看護学演習Ⅱ

クリティカルケア看護学演習Ⅲ

ク リ テ ィ カ ル ケ ア 看 護 学 実 習

４ 

２ 

２ 

２ 

１０ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１０ 

専 攻 共 通 科 目 

看 護 教 育 学 特 論

看 護 管 理 学 特 論

看 護 研 究 方 法 論

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 論

看 護 政 策 学 特 論

家 族 看 護 学 特 論

フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト

病 態 生 理 学

臨 床 薬 理 学

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

研 究 科 共 通 科 目 
専 門 横 断 科 目

研 究 倫 理

２ 

２ 

（２）博士後期課程

専門分野 授業科目 単位数 

基 礎 看 護 科 学 分 野 

生 活 機 能 看 護 学 Ａ

生 活 機 能 看 護 学 Ｂ

医 療 安 全 管 理 学 Ａ

医 療 安 全 管 理 学 Ｂ

統 計 学 Ⅰ

統 計 学 Ⅱ

小 児 保 健 看 護 学 Ａ

小 児 保 健 看 護 学 Ｂ

４ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

実 践 看 護 科 学 分 野 

成 人 看 護 学 （ 急 性 期 ） Ａ

成 人 看 護 学 （ 急 性 期 ） Ｂ

成 人 看 護 学 （ 慢 性 期 ） Ａ

成 人 看 護 学 （ 慢 性 期 ） Ｂ

小 児 看 護 学 Ａ

４ 

２ 

４ 

２ 

４ 
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小 児 看 護 学 Ｂ

精 神 看 護 学 Ａ

精 神 看 護 学 Ｂ

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 看 護 学 Ａ

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 看 護 学 Ｂ

地 域 看 護 学 Ａ

地 域 看 護 学 Ｂ

２ 

４ 

２ 

４ 

２ 

４ 

２ 

ジ ャ ー ナ ル ク ラ ブ 
ジ ャ ー ナ ル ク ラ ブ Ⅰ

ジ ャ ー ナ ル ク ラ ブ Ⅱ

２ 

２ 

特 別 研 究

特 別 研 究 Ⅰ

特 別 研 究 Ⅱ

特 別 研 究 Ⅲ

４ 

２ 

２ 
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別表２－３ 

保健学研究科臨床心理学専攻における授業科目及び単位 

（令和４年度入学者から適用） 

（１）博士前期課程

専門分野 授業科目 単位数 

臨 床 心 理 学 分 野 

保健医療分野に関する理論と支援の展開

福祉分野に関する理論と支援の展開

教育分野に関する理論と支援の展開

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

心理的アセスメントに関する理論と実践

心 理 支 援 に 関 す る 理 論 と 実 践

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践

心の健康教育に関する理論と実践

心 理 実 践 実 習 Ⅰ

心 理 実 践 実 習 Ⅱ

心 理 実 践 実 習 Ⅲ

心 理 実 践 実 習 Ⅳ

臨 床 心 理 学 特 別 演 習 Ⅰ

臨 床 心 理 学 特 別 演 習 Ⅱ

ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ

ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

特 別 演 習

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

研 究 科 共 通 科 目 
専 門 横 断 科 目

研 究 倫 理

２ 

２ 
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別表３－１（平成２８年度以降の入学生に適用） 

国際協力研究科課程における授業科目及び単位 

（１）博士前期課程

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備 考

国
際
開
発
専
攻

国際政治研究 

国際政治特論Ａ 

国際政治特論Ｂ 

国際政治経済特論Ａ 

国際政治経済特論Ｂ 

安全保障特論Ａ 

安全保障特論Ｂ 

現代アジア特論Ａ 

現代アジア特論Ｂ 

現代アメリカ特論Ａ 

現代アメリカ特論Ｂ 

アジア交流史特論Ａ

アジア交流史特論Ｂ

日本政治特論Ａ 

日本政治特論Ｂ 

国際法特論Ａ 

国際法特論Ｂ 

地域圏特論Ａ 

地域圏特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国際経済研究 

世界経済特論Ａ 

世界経済特論Ｂ 

国際貿易特論Ａ 

国際貿易特論Ｂ 

国際金融特論Ａ 

国際金融特論Ｂ 

国際協力特論Ａ 

国際協力特論Ｂ 

国際開発特論Ａ 

国際開発特論Ｂ 

技術協力実践論Ａ 

技術協力実践論Ｂ 

ＮＧＯ特論Ａ 

ＮＧＯ特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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国際ビジネス 

研究 

国際企業文化特論Ａ 

国際企業文化特論Ｂ 

商法特論Ａ 

商法特論Ｂ 

会計特論Ａ 

会計特論Ｂ 

国際経営特論Ａ 

国際経営特論Ｂ 

マーケティング特論Ａ

マーケティング特論Ｂ

国際会計特論Ａ 

国際会計特論Ｂ 

国際コミュニケーション特論Ａ 

国際コミュニケーション特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

法律税務研究 

憲法特論Ａ 

憲法特論Ｂ 

相続法特論Ａ 

相続法特論Ｂ 

財産法特論Ａ 

財産法特論Ｂ 

刑事法特論Ａ 

刑事法特論Ｂ 

税法特論Ａ 

税法特論Ｂ 

租税法特論Ａ 

租税法特論Ｂ 

情報法制特論Ａ 

情報法制特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国
際
文
化
交
流
専
攻

言語研究 

言語学特論Ａ 

言語学特論Ｂ 

対照言語学特論Ａ 

対照言語学特論Ｂ 

対照音韻学特論Ａ 

対照音韻学特論Ｂ 

日本語構造論Ａ 

日本語構造論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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言語文化研究 

言語文化相関論Ａ 

言語文化相関論Ｂ 

日本言語文化特論Ａ 

日本言語文化特論Ｂ 

日本語教育特論ⅠＡ 

日本語教育特論ⅠＢ 

日本語教育特論ⅡＡ 

日本語教育特論ⅡＢ 

バイリンガル教育特論Ａ 

バイリンガル教育特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

文化交流研究 

日本文化特論Ａ 

日本文化特論Ｂ 

文化交流特論Ａ 

文化交流特論Ｂ 

現代中国文化社会特論Ａ 

現代中国文化社会特論Ｂ 

国際観光特論Ａ 

国際観光特論Ｂ 

日欧文化交流史Ａ 

日欧文化交流史Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国
際
医
療
協
力
専
攻

国際保健学 

研究 

保健医療研究法Ⅰ 

保健医療研究法Ⅱ 

環境保健学特論 

社会福祉学特論 

人類生態学特論 

環境問題特論 

母子保健学特論 

国際疫学特論 

環境経済学特論 

ヘルスコミュニケーション特論

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国際医療研究 

感染症・寄生虫学特論 

災害医療特論 

医療安全特論 

医療特論 

基礎医学特論 

疾病概論 

医療社会学特論 

医療経済学特論 

医療協力関連法規論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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国
際
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

英語コミュニ 

ケーション研

究 

英語コミュニケーション概論Ａ 

英語コミュニケーション概論Ｂ 

国際言語文化論（英語分野）Ａ 

国際言語文化論（英語分野）Ｂ 

日英比較言語社会学特論Ａ 

日英比較言語社会学特論Ｂ 

テクスト言語学特論Ａ

テクスト言語学特論Ｂ

英語学特論Ａ 

英語学特論Ｂ 

応用言語学特論Ａ 

応用言語学特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

日中通訳翻訳 

研究 

日中通訳概論Ａ 

日中通訳概論Ｂ 

日中翻訳概論Ａ 

日中翻訳概論Ｂ 

国際言語文化論（中国語分野）Ａ 

国際言語文化論（中国語分野）Ｂ 

日中比較文化論Ａ 

日中比較文化論Ｂ 

日中逐次通訳特論ⅠＡ 

日中逐次通訳特論ⅠＢ 

日中逐次通訳特論ⅡＡ 

日中逐次通訳特論ⅡＢ 

日中同時通訳特論Ａ 

日中同時通訳特論Ｂ 

通訳理論と技法特論（中国語分野）Ａ 

通訳理論と技法特論（中国語分野）Ｂ 

翻訳理論と技法特論（中国語分野）Ａ 

翻訳理論と技法特論（中国語分野）Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専
攻
共
通

演習 

論文指導Ⅰ 

論文指導Ⅱ－１ 

論文指導Ⅱ－２ 

論文指導（海外、企業等実習）Ⅲ－１ 

論文指導（海外、企業等実習）Ⅲ－２ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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（２）博士後期課程

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備 考 

開
発
問
題
専
攻

政治経済・法制

国際経営論演習Ⅰ 

国際経営論演習Ⅱ 

国際経営論演習Ⅲ 

世界経済論演習Ⅰ 

世界経済論演習Ⅱ 

世界経済論演習Ⅲ 

会計学演習Ⅰ 

会計学演習Ⅱ 

会計学演習Ⅲ 

比較法制論演習Ⅰ 

比較法制論演習Ⅱ 

比較法制論演習Ⅲ 

財産法演習Ⅰ 

財産法演習Ⅱ 

財産法演習Ⅲ 

医事法演習Ⅰ 

医事法演習Ⅱ 

医事法演習Ⅲ 

政治学演習Ⅰ 

政治学演習Ⅱ 

政治学演習Ⅲ 

金融論演習Ⅰ 

金融論演習Ⅱ 

金融論演習Ⅲ 

国際法論 

国際経済論 

国際政治論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

地域研究・開発

協力

国際貿易論演習Ⅰ 

国際貿易論演習Ⅱ 

国際貿易論演習Ⅲ 

国際協力論演習Ⅰ 

国際協力論演習Ⅱ 

国際協力論演習Ⅲ 

現代中国政治論演習Ⅰ 

現代中国政治論演習Ⅱ 

現代中国政治論演習Ⅲ 

人類生態学演習Ⅰ 

人類生態学演習Ⅱ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 
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人類生態学演習Ⅲ 

環境保健学演習Ⅰ 

環境保健学演習Ⅱ 

環境保健学演習Ⅲ 

環境問題演習Ⅰ 

環境問題演習Ⅱ 

環境問題演習Ⅲ 

社会福祉学演習Ⅰ 

社会福祉学演習Ⅱ 

社会福祉学演習Ⅲ 

医療経済学演習Ⅰ 

医療経済学演習Ⅱ 

医療経済学演習Ⅲ 

社会言語学演習Ⅰ 

社会言語学演習Ⅱ 

社会言語学演習Ⅲ 

日本語教授法論演習Ⅰ 

日本語教授法論演習Ⅱ 

日本語教授法論演習Ⅲ 

日本語教育論演習Ⅰ 

日本語教育論演習Ⅱ 

日本語教育論演習Ⅲ 

言語文化論演習Ⅰ 

言語文化論演習Ⅱ 

言語文化論演習Ⅲ 

国際言語コミュニーケーション（英語分野）演習Ⅰ

国際言語コミュニケーション（英語分野）演習Ⅱ

国際言語コミュニケーション（英語分野）演習Ⅲ

国際言語コミュニケーション（中国語通訳分野）演習Ⅰ

国際言語コミュニケーション（中国語通訳分野）演習Ⅱ

国際言語コミュニケーション（中国語通訳分野）演習Ⅲ

国際言語コミュニケーション（中国語翻訳分野）演習Ⅰ

国際言語コミュニケーション（中国語翻訳分野）演習Ⅱ

国際言語コミュニケーション（中国語翻訳分野）演習Ⅲ

観光保健生態学 

地域開発論 

国際コミュニケーション論 

日本言語文化論 

比較文化論 

異文化コミュニケーション論 

言語文化論 

介護政策論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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別表３－２（平成３１年度以降の入学生に適用） 

国際協力研究科課程における授業科目及び単位 

（１） 博士前期課程

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備 考 

国
際
開
発
専
攻

国際政治研究 

国際政治特論Ａ 

国際政治特論Ｂ 

国際政治経済特論Ａ 

国際政治経済特論Ｂ 

比較政治学特論Ａ 

比較政治学特論Ｂ 

比較行政学特論Ａ 

比較行政学特論Ｂ 

現代アジア特論Ａ 

現代アジア特論Ｂ 

現代アメリカ特論Ａ 

現代アメリカ特論Ｂ 

アジア交流史特論Ａ

アジア交流史特論Ｂ

日本政治特論Ａ 

日本政治特論Ｂ 

国際法特論Ａ 

国際法特論Ｂ 

地域圏特論Ａ 

地域圏特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国際経済研究 

日本経済特論Ａ 

日本経済特論Ｂ 

国際貿易特論Ａ 

国際貿易特論Ｂ 

国際金融特論Ａ 

国際金融特論Ｂ 

国際協力特論Ａ 

国際協力特論Ｂ 

国際開発特論Ａ 

国際開発特論Ｂ 

アメリカ経済特論Ａ

アメリカ経済特論Ｂ

ヨーロッパ経済特論Ａ

ヨーロッパ経済特論Ｂ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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国際ビジネス

研究 

経営特論Ａ 

経営特論Ｂ 

会計特論Ａ 

会計特論Ｂ 

国際経営特論Ａ 

国際経営特論Ｂ 

産業システム特論Ａ 

産業システム特論Ｂ 

マーケティング特論Ａ

マーケティング特論Ｂ

会計制度特論Ａ 

会計制度特論Ｂ 

国際会計特論Ａ 

国際会計特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

法律税務研究 

憲法特論Ａ 

憲法特論Ｂ 

企業法特論Ａ 

企業法特論Ｂ 

家族法特論Ａ 

家族法特論Ｂ 

財産法特論Ａ 

財産法特論Ｂ 

刑事法特論Ａ 

刑事法特論Ｂ 

租税法特殊研究Ａ 

租税法特殊研究Ｂ 

租税法特論Ａ 

租税法特論Ｂ 

比較法特論Ａ 

比較法特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国
際
医
療
協
力
専
攻

国際保健学 

研究 

保健医療研究法Ⅰ 

保健医療研究法Ⅱ 

環境保健学特論 

人類生態学特論 

母子保健学特論 

国際疫学特論 

環境経済学特論 

ヘルスコミュニケーション特論

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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国際医療研究 

感染症・寄生虫学特論 

災害医療特論 

医療特論 

基礎医学特論 

疾病概論 

医療社会学特論 

医療経済学特論 

医療協力関連法規論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国際福祉研究 

高齢者福祉特論 

国際社会保障特論 

国際児童福祉特論 

福祉サービス管理特論 

障害者福祉特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

日中通訳翻訳

研究 

日中通訳概論Ａ 

日中通訳概論Ｂ 

日中翻訳概論Ａ 

日中翻訳概論Ｂ 

日中比較文化論Ａ 

日中比較文化論Ｂ 

日中逐次通訳特論Ａ 

日中逐次通訳特論Ｂ 

日中同時通訳特論Ａ 

日中同時通訳特論Ｂ 

通訳理論と技法特論（中国語分野）Ａ 

通訳理論と技法特論（中国語分野）Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

英語研究 

英語コミュニケーション概論Ａ 

英語コミュニケーション概論Ｂ 

国際言語文化論（英語分野）Ａ

国際言語文化論（英語分野）Ｂ

日英比較言語社会学特論Ａ 

日英比較言語社会学特論Ｂ 

テクスト言語学特論Ａ

テクスト言語学特論Ｂ

英語学特論Ａ 

英語学特論Ｂ 

応用言語学特論Ａ 

応用言語学特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

日本語研究 
日本語構造論Ａ 

日本語構造論Ｂ 

２ 

２ 
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言語文化相関論Ａ 

言語文化相関論Ｂ 

日本言語文化特論Ａ 

日本言語文化特論Ｂ 

日本語教育特論ⅠＡ 

日本語教育特論ⅠＢ 

日本語教育特論ⅡＡ 

日本語教育特論ⅡＢ 

対照音韻学特論Ａ 

対照音韻学特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

共通科目 

言語学特論Ａ 

言語学特論Ｂ 

日本文化特論Ａ 

日本文化特論Ｂ 

観光文化論Ａ 

観光文化論Ｂ 

日欧文化交流史Ａ 

日欧文化交流史Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専
攻
共
通

基礎科目 

アカデミック・ライティング

アカデミック・ジャパニーズ

統計学 

２ 

２ 

２ 

演習 

論文指導Ⅰ 

論文指導Ⅱ－１ 

論文指導Ⅱ－２ 

論文指導(海外、企業等実習）Ⅲ－１ 

論文指導(海外、企業等実習）Ⅲ－２ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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（２） 博士後期課程

専攻 専門分野 授業科目 単位数 備 考 

開 

発 

問 

題 

専 

攻 

政治経済・法

制 

国際経営学演習Ⅰ 

国際経営学演習Ⅱ 

国際経営学演習Ⅲ 

国際経営論演習Ⅰ 

国際経営論演習Ⅱ 

国際経営論演習Ⅲ 

日本経済論演習Ⅰ 

日本経済論演習Ⅱ 

日本経済論演習Ⅲ 

国際経済学演習Ⅰ 

国際経済学演習Ⅱ 

国際経済学演習Ⅲ 

会計学演習Ⅰ 

会計学演習Ⅱ 

会計学演習Ⅲ 

比較法制論演習Ⅰ 

比較法制論演習Ⅱ 

比較法制論演習Ⅲ 

民事法演習Ⅰ 

民事法演習Ⅱ 

民事法演習Ⅲ 

刑事法演習Ⅰ 

刑事法演習Ⅱ 

刑事法演習Ⅲ 

政治学演習Ⅰ 

政治学演習Ⅱ 

政治学演習Ⅲ 

国際政治学演習Ⅰ 

国際政治学演習Ⅱ 

国際政治学演習Ⅲ 

金融論演習Ⅰ 

金融論演習Ⅱ 

金融論演習Ⅲ 

国際法論演習Ⅰ 

国際法論演習Ⅱ 

国際法論演習Ⅲ 

国際法論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 
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国際経済論 

国際政治論 

２ 

２ 

地域研究・開

発協力 

国際貿易論演習Ⅰ 

国際貿易論演習Ⅱ 

国際貿易論演習Ⅲ 

国際協力論演習Ⅰ 

国際協力論演習Ⅱ 

国際協力論演習Ⅲ 

現代中国政治論演習Ⅰ 

現代中国政治論演習Ⅱ 

現代中国政治論演習Ⅲ 

人類生態学演習Ⅰ 

人類生態学演習Ⅱ 

人類生態学演習Ⅲ 

環境問題演習Ⅰ 

環境問題演習Ⅱ 

環境問題演習Ⅲ 

社会福祉学演習Ⅰ 

社会福祉学演習Ⅱ 

社会福祉学演習Ⅲ 

医療経済学演習Ⅰ 

医療経済学演習Ⅱ 

医療経済学演習Ⅲ 

日本語学演習Ⅰ 

日本語学演習Ⅱ 

日本語学演習Ⅲ 

国際言語コミュニケーション（英語分野）演習Ⅰ 

国際言語コミュニケーション（英語分野）演習Ⅱ 

国際言語コミュニケーション（英語分野）演習Ⅲ 

国際言語コミュニケーション（中国語通訳分野）演習Ⅰ  

国際言語コミュニケーション（中国語通訳分野）演習Ⅱ  

国際言語コミュニケーション（中国語通訳分野）演習Ⅲ  

国際保健医療学特論 

日本言語文化論 

比較社会文化論 

コミュニケーション論

応用言語学 

言語教育論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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別表４  授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 

学生区分 学納金等区分 

医学研究科 保健学研究科 国際協力研究科 

博士課程 

博士前期課程 博士後期課程 

博士前期課程 博士後期課程 保健学 

専攻・ 

臨床心理学

専攻 

看護学 

専攻 

保健学 

専攻 

看護学 

専攻 

大学院生 

※入 学 料 250,000円 250,000円 250,000円 250,000円 250,000円 250,000円 250,000円 

授業料(年額) 600,000円 500,000円 800,000円 500,000円 600,000円 450,000円 450,000円 

施設設備費(初年度） 200,000円 200,000円 200,000円 200,000円 200,000円 200,000円 200,000円 

※ 本学の学部卒業者及び大学院修了者が入学する場合には、入学料を免除する。
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○杏林大学大学院研究科委員会規程

制定 平成１９年 ３月１２日 

（目的） 

第１条 この規程は、杏林大学大学院学則（以下「学則」という。）第７条に規定する

杏林大学大学院研究科委員会（以下「委員会」という。）の運営に関し、学則第１２

条の規定に基づき、必要な事項を定めることを目的とする。 

（招集） 

第２条 委員会は、当該研究科の研究科長が招集し、その議長となる。 

２ 研究科長に事故あるときは、研究科長があらかじめ指名した者がその職務を代行

する。 

（会議） 

第３条 委員会は、原則として毎月１回定例に会議を開くものとする。ただし、議長

が必要と認めたときは臨時にこれを開くことができる。 

（定足数及び議決の方法） 

第４条 委員会は、構成員の過半数の出席をもって成立し、議事は出席者の過半数を

もって議決する。可否同数となった場合は、議長の決するところによる。 

（庶務） 

第５条 委員会の庶務は、各研究科の事務部が、それぞれ担当する。 

附 則 

この規程は、平成１９年 ４月 １日から施行する。 
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1. 設置の趣旨及び必要性 
(1)大学の沿革と教育目的・理念 
 杏林大学（以下、本学という。）は、1954 年に開設された三鷹新川病院を前身とし、

創立 55 年を迎える総合大学である。名称は、中国に伝わる故事にちなみ、「良医」を指

す言葉である「杏林」に由来する。1970 年に開設された本学医学部はその名の示すと

おり、専門的知識や技術にすぐれているだけでなく、立派な人格を持った良き医師など

社会に貢献することのできる良き職業人を育成することを目的としており、これまで

多くの臨床医、医学研究者等を輩出してきた。また、医学部とともに開設された本学医

学部付属病院は、東京都西部地域唯一の特定機能病院として高度医療を提供するなど、

開設から一貫して地域の中核病院として地域医療を支えている。 
 本学医学部の大学院は、生理系、病理系、内科系、外科系、社会医学系の５つの専攻

を有する医学研究科として 1976 年に開設された。建学の精神である「眞・善・美の探

求」に基づいて、「科学的な問題解決能力を備える臨床医、旺盛な創造性を持つ基礎医

学・生命科学の研究者、社会医学に貢献する有為な人材等豊かな人間性と倫理観・使命

感にあふれる医療人の養成」を理念・目的として掲げ、これまで 490 名の医学博士を

世に送り出してきた。 
 

(2)教育課程の変遷と改組の必要性 
 医学研究科は 1976 年から現在に至るまで、開設時に設置された 5 専攻により教育を

行ってきた。従来、医学研究科における大学院教育では、医学・医療における特定の専

門分野について深く研究を行い得る次世代研究者の養成に重点がおかれ、本学もこれ

に準じて教育、研究を行ってきた。 
 しかし、「新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて」にお

いては、医療系大学院に求められる機能として、「研究者の養成のみならず、医師・歯

科医師など高度の専門性を必要とされる業務に必要な能力と研究マインドを涵養する

こと」が掲げられている。本学医学研究科では 90%以上の学生が医師免許を有し、診

療業務等に従事しており、また、研究科修了後もその多くが臨床医としての活動を継続

することから、優れた研究能力等を備えた臨床医の養成は本学の重要な使命となって

いる。このような状況も踏まえ、今回、本学医学研究科ではこの「高度な臨床能力とと

もに研究マインド」を併せ持つ人材を養成すべく、各学生が必要とする知識や技術を、

専攻領域に限定されること無く、幅広く学べる体制を構築する必要があると考え、従来

の 5 専攻を廃し、1 専攻（医学専攻）とすることを計画した。 
 従来の 5 専攻の下では、学生の教育や研究指導は所属する専攻の専門分野の教員に

よってのみ行われてきた。しかし、医学領域を取り巻く環境は、日々進歩しており、専

門分野の教員のみでは社会的要請に十分に応えることのできる人材の育成が難しくな

ってきた。特に昨今、新たな研究手法や考え方が急速かつ活発に提案されるようになり、
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専門性を担保しながらも、関連領域と協働しつつ医学領域での様々な課題に広く対応

しうる人材の育成が強く求められている。

 医学研究科では、このような社会的な背景を踏まえ、これまでもカリキュラム改編等

により、専攻を超えた学際的な教育を行う体制を構築しつつあった。しかしながら、今

回はその目的をより明確にするため、現在の 5 専攻を融合し発展させる形で、医学専

攻 1 専攻とすることが必須であると考えた。 

(3)医学研究科の特徴と人材養成像

大学院学則第 4 条の 2 第 2 項に「医学研究科は、科学的な問題解決能力を備える臨

床医、旺盛な創造性を持つ基礎医学・生命科学の研究者、社会医学に貢献する有為な人

材等豊かな人間性と倫理観・使命感にあふれる医療人の養成を目的とする」と明記され

ている。この人材養成の目的を達成するために、「医学・医療の各領域で指導的な役割

を果たすべく、当該領域に関する高度な専門知識・技能を含む豊かな学識を備えるとと

もに、自立した研究者として研究活動を行うための基本的な研究能力を、自らの研究の

実施と論文執筆を通して証明できること」という医学研究科の教育目標のもと、以下の

ようにディプロマ・ポリシーを設定している。

医学研究科では、教育目標を達成するために、卒業時点までに獲得すべき能力を以

下のように定め、修了の要件を満たし、これらをすべて修得したと認められる学生

に、博士（医学）の学位を授与する。

（1）社会的責任

・豊かな人間性、幅広い学識、高い倫理観を身につけ、医学・医療の分野において

指導的な役割を担うことができる。

（2）専門知識と技術

・各専門領域に関する知識と技術を身につけ、実践に活かすことができる。

（3）情報収集と分析

・医学・医療に関わる諸分野に関して、適切な情報の収集と分析ができる。

（4）問題解決能力

・医学・医療分野に関わる課題を設定して、その課題追求のための研究計画を策定

し、適切に研究を遂行できる。

（5）情報発信力

・研究によって得られた知見を客観的に評価し、研究論文として発信できる。

・プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけ国際学会や国際誌

に、研究内容を説得力を持って発表することができる。
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 本学医学部は、卒業生の大部分が地域医療の担い手として活躍する臨床医であるこ

とが特徴である。このような特性をもつ大学に併設する大学院が養成すべき人材は、ま

ずは自らの専門性を極めながら、一方で専門以外の幅広い医学の知識を修めることに

努力を惜しまず、修得した全ての知識をもって解決すべき課題を見出し、かつ、課題解

決のため適切に情報を収集・分析し、客観的判断に基づき見出された結果を学会や論文

で公表し医学の発展に貢献する、そしてそれらの全てのプロセスを後進に教授するこ

とができる人材であると考える。 
 本学ではこれまでも基礎医学研究で得られた知見を積極的に臨床医学に活用するた

めの取組みも行ってきた。例えば統合生理学分野では、整形外科学の学生の学位論文指

導を通じて、運動機能障害の客観的検査法とリハビリテーション法の確立に関する研

究を共同して行ってきた。また、肉眼解剖学分野では耳鼻咽喉科学と共同で、発声のメ

カニズムの研究を行っている、などである。 
 このように、臨床医学領域、基礎医学領域がそれぞれの特性を持ちながら融合し、協

働しながら本学の医学研究、ひいては大学院教育を支えており、目標とすべき人材を育

成するための土壌は十分に醸成されているといえる。（資料 1） 
 

2. 研究科、専攻等の名称及び学位の名称 
 現行の 5 専攻（生理系専攻、病理系専攻、内科系専攻、外科系専攻、社会医学系専攻）

を廃止し、新たに医学専攻を設置する。 
 
 研究科の名称：医学研究科 
 英語名称：Graduate School of Medicine 
 専攻の名称：医学専攻 
 英語名称：Doctoral Course of Medicine 
 学位の名称：博士（医学） 
 英語名称：Doctor of Philosophy in Medical Science 
 

3. 教育課程の編成の考え方及び特色 
 医学研究科では、専攻の再編成に伴い、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・

ポリシー）を以下のとおり定める。 
 

医学研究科は、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力などの修得のために、主科

目、共通科目の２つの区分からなる授業科目を編成し、コースワークとリサーチワ

ークを組み合わせた教育を行う。主科目（専門科目）を体系的かつ順次的に編成し、

講義、実験、実習を適切に組み合わせた授業を実施する。共通科目は体系的に編成

し、専門以外の幅広い学識の獲得を可能にする。 
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教育内容、教育方法、評価については以下のように定める。 
 
（1）教育内容 
（1-1）社会的責任を果たすことのできる人材の育成のために 
   ・生命科学・医学研究分野における最新の知見を幅広く修得するため、 
    「医学研究講義Ⅰ」と「医学研究講義Ⅱ」を配置する。 
   ・高い倫理観を身に付けるため、医学研究遂行上必要となる倫理に関する初 
    期教育を行うほか、e-learning 教材（eAPRIN）を用いた教育を行う。 
（1-2）専門知識と技術の修得のために 
   ・専門領域の知識と技術を修得するため、「講義・演習」および「実験・実 
    習」を配置する。 
   ・専門領域の最新の知見を修得するため、「特別研究」において学会参加、 
    論文抄読等を行う。 
（1-3）専門分野の情報収集と分析技法の修得のために 
   ・情報収集能力およびその分析技法を修得するため、医学研究講義 I で「医 
    学文献収集管理の技術」「実験データのデジタル画像処理・解析」を学ぶ 
    とともに、「統計解析セミナー」において実践的な演習を行う。 
（1-4）問題解決能力の涵養のために 
   ・計画に添った適切な研究の実践、研究結果の分析を通じて問題解決能力を 
    涵養するため、「課題研究」を配置する。 

（1-5）情報発信力の涵養のために 
   ・医学研究講義 I では、「論文作成の基本技術」「研究成果発表の技術」の講 
    義を配置する。 
   ・設定した研究課題の結果を論文にまとめるため、「特別研究」において論 
    文執筆指導を行う。 

 
（2）教育方法 
（2-1）幅広い学識の修得のために 
   通常の講義の他に、e-learning を積極的に活用する。 

（2-2）専門知識・技術の修得のために 
   ・専門科目は、指導教員の個別指導もしくは少人数指導による双方向講義 
    を行う。 
   ・アクティブラーニングを積極的に実施する。 
（2-3）情報発信力の涵養のために 
   ・中間報告会を開催し、研究進捗状況等の報告を行う。 
（2-4）ライフイベントによらない効率的な学習を可能にするために 
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    医学研究講義Ⅰおよび医学研究講義Ⅱはオンラインで開講する。 
 
（3）成果の測定 
以下の方法で、研究遂行能力や論文執筆力等を測定し、博士の学位に相応しいレベ

ルに達しているかを評価する。 
（3-1）各学年終了時に、国際的成績評価である GPA （Grade Point Average）を用 
    いて履修科目の達成度を測定する。 
（3-2）eAPRIN の試験を用いて、研究倫理の修得度を測定する。 
（3-3）中間報告会と学位論文審査において、卒業認定・学位授与の方針で示した能 
    力の修得度を測定する。 

 
 上記のカリキュラム・ポリシー等に沿って、医学研究科の教育課程は専門科目（主科

目・副科目）、共通科目（主科目・副科目）の科目区分に分けて構成する。 
 
① 専門科目 
 学生が選択したコースの専門教育を行うため、必修科目として全コースに「講義・演

習」、「実験・実習」、「課題研究」の 3 科目を配置する。 
「講義・演習」では研究を実施する上で必須となる専門分野に関する高度な知識の修得

を目標とする。 
「実験・実習」では講義・演習で修得した知識を踏まえながら、専門分野の研究で必要

となる技術等を修得することを目標とする。 
「課題研究」では「講義・演習」および「実験・実習」で修得した知識・技術等を用い

て実際に研究を実施し、結果をまとめることを目標とする。 
   
② 共通科目 
 共通科目は全コース共通の必修科目として、以下の講義を配置する。 
 a、特別研究 
  特別研究では研究指導教員のもとで研究課題の設定、研究計画の立案を行い、「課

題研究」で見出された研究結果を適切に評価・分析し、学会発表や研究論文の作成

を行う必修の主科目である。4 年間の通年科目として、専門分野の指導教員のみな

らず、必要に応じて他分野の教員も指導にあたることを可能とする。 
  
（研究指導の概要） 

1 年次 
・取り組むべき研究テーマを見出し、在学期間中の研究計画の概要を立案する。 
・関連分野の文献調査や国内外の学会や研究会に参加することにより、研究テー 
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 マに関連する学識を深める。 
2 年次 
・1 年次に履修した「講義・演習」を通じて得た専門領域の知識を活用し、3 年 
 次の研究実施に向けて具体的な研究計画を立案する。 
・引き続き関連分野の文献調査や国内外の学会や研究会に参加することにより、 
 研究テーマに関連する学識を深める。 
3 年次 
・「課題研究」で遂行する研究について、研究の進捗状況、結果についてディスカ 
 ッションを行い、必要に応じて研究計画の見直しを行う。 
・学内で開催する中間報告会での報告や専門領域の学会発表により、プレゼンテ 
 ーション能力や研究成果をまとめる能力を身に付ける。 
4 年次 
・学位論文作成の課程で、研究結果を適切に解析し、成果を原著論文にする手法 
 を学ぶ。 

 
 b、医学研究講義Ⅰ 

 医学研究講義Ⅰは、医科学研究を遂行するにあたり、専門分野を問わず必要と

なる基礎的な知識・技能を修得することを目的とした必修の副科目である。具体

的には高い倫理観をもって研究に臨むための基本的な倫理教育、安全かつ正確に

研究を進めるための試薬や機器の使用・管理方法、研究結果を正しく解析するた

めの統計手法、臨床研究遂行において必要となる解剖学・分子生物学の講義など

を配置する。 
 
 c、医学研究講義Ⅱ 

 医学研究講義Ⅱは、医学に関する幅広い学識を得ることを目的とした必修の副

科目である。基礎医学・臨床医学を問わず幅広い専門分野の教員により、各教員

の専門分野に関する基礎的知識や最新のトピックスに関する講義を行う。 
  
 このように①と②の科目を配置することで、選択したコースに関する知識・技能等を

1 年次から 3 年次にかけて体系的に修得できる体制を整えながら、医学研究講義Ⅰおよ

び医学研究講義Ⅱにおいて幅広く医学の知識を学び、学位論文の完成を目指す。選択し

たコース以外の科目は指導教員の判断のもと、必要に応じて副科目として選択するこ

とが可能とする。  
 なお、医学専攻の下には、必要性に応じた自由な枠組みによる教育が可能となるよう

46 の個別分野をコースとして設置する。設置するコースは以下のとおりとする。 
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脳神経内科学コース、呼吸器内科学コース、腎臓・リウマチ膠原病内科学コース、

循環器内科学コース、血液内科学コース、糖尿病・内分泌・代謝内科学コース、消

化器内科学コース、腫瘍内科学コース、高齢医学コース、精神神経科学コース、小

児科学コース、消化器・一般外科学コース、呼吸器・甲状腺外科学コース、乳腺外

科学コース、小児外科学コース、救急医学コース、脳神経外科学コース、心臓血管

外科学コース、皮膚科学コース、形成外科学コース、泌尿器科学コース、眼科学コ

ース、耳鼻咽喉科学コース、産科婦人科学コース、放射線医学コース、放射線腫瘍

学コース、麻酔科学コース、総合医療学コース、脳卒中医学コース、整形外科学コ

ース、リハビリテーション医学コース、臨床検査医学コース、肉眼解剖学コース、

顕微解剖学コース、統合生理学コース、病態生理学コース、代謝生化学コース、細

胞生化学コース、薬理学コース、病理学コース、感染症学コース、衛生学・公衆衛

生学コース、法医学コース、発生・遺伝学コース、生体物理工学コース、分子機能

生化学コース 
 
 基礎医学研究に重点をおくことを希望する臨床系学生にとっては、基礎系コースを

主科目として選択しながら、臨床で専門とするコースの科目を副科目として選択する

ことも可能で、専門領域を超えた幅広い学修が可能になるとともに、将来の進路選択に

幅を持たせることも可能であると考える。 
 

4. 教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 
(1)修了要件 
 医学研究科の修了要件は以下のとおり「杏林大学大学院学則」第 26 条の 2(1)に明

記されており、今回の専攻の再編成後も大きな変更はない。 
 

   医学研究科博士課程の修了要件は、同課程に４年以上在学し、３０単位以上を

修得し、学位論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。ただし、在

学期間に関しては、次に該当するものは定めるとおり同課程に在学すれば足りる

ものとする。 
  特に優れた研究業績を挙げた者 ３年以上 
  第２２条により単位が認定された者 ３年以上 
  特に優れた研究業績を挙げ、かつ第２２条により単位が認定された者 
                               ２年以上 
 

(2)教育方法 
 医学研究科の教育方法はカリキュラム・ポリシーに基づき、個別指導もしくは少人数

指導となっている。必修科目・副科目の医学研究講義Ⅰ・医学研究講義Ⅱは原則として
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WEB 講義で開講する。特に臨床業務に携わりつつ大学院教育を受ける社会人学生が多

いことから、1 週間の開講期間を設け、学生は自身の都合に合わせて受講が可能な設定

とする。 
 
(3)履修方法 
 学生は選抜時にコースを定め、コースで定められた専門分野の科目（主科目）を履修

する。1 年次に講義・演習、2 年次に実験・実習、3 年次に課題研究を履修し、専門分

野における知識・技能を講義・演習および実験・実習で体系的に修得し、得られた知識・

技能を活用して課題研究において研究を遂行する。必要な知識・技能を補うため、副科

目を選択することも可能である。専門分野の必修科目を履修すると同時に、共通科目の

必修科目である特別研究において各自の課題設定や研究進捗の状況に合わせた研究指

導を受ける。なお、講義・演習は 1 年次の前期で履修できるように設定しており、入学

時から研究テーマが定まっている学生については、1 年次後期から実験・実習を履修し、

早期修了を目指すことも可能としている。研究テーマが定まっていない学生について

は、特別研究において研究テーマ探索のため必要な研究指導を受け、2 年次までに研究

テーマを見出し、2 年次終了までに具体的な研究計画を立案できるよう指導を受ける。 
 医学研究講義Ⅰおよび医学研究講義Ⅱは単位認定科目として所定回数の出席をもっ

て単位認定としており、1 年次の履修を推奨しているが、2～4 年次に履修することも

妨げない。（資料 2、3） 
 なお、他大学の大学院等において修得した単位については、杏林大学大学院学則第 22
条において以下のように定められている。 
 

（履修の方法） 
第２２条 教育課程及び履修方法の細部については、各研究科において定める。 
２ 各研究科において教育研究上有益と認めるときは、予め協議の上、本学の他研

究科又は他大学の大学院等の授業科目を履修させることができ、１５単位を超え

ない範囲で本学各研究科において履修したものとみなすことができる。 
３ 学生が本学入学前に他の大学院において履修した授業科目の単位（科目等履修

生として修得した単位を含む）を、１５単位を超えない範囲で本学において履修し

たものとみなすことができる。 
４ 前２項の規定により認定できる単位数は合わせて２０単位を超えないものと

し、当該単位数と修得に要した期間等を勘案して、１年を超えない範囲で本学の在

学期間として算入することができる。ただし、博士後期課程の在学期間には適用し

ないものとする。 
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(4)研究指導の方法 
 医学専攻では、専門分野（主科目、副科目）の研究指導教授および指導教授が指名す

る研究指導補助教員による複数指導体制をとる。教育研究上有益であると認めるとき

には、学内の他の専門分野の教員の指導を受けることが可能であるとともに、他大学大

学院及び研究機関等へ研究指導等の委託を行うことも可能である。 
 研究指導科目である特別研究では、2 年次終了までに具体的な研究計画を立案できる

よう、研究テーマの探索から計画立案までの指導を行う。3 年次は研究の進捗状況に応

じた指導、4 年次は学位論文作成に係る指導を行う。これ以外にも、1～4 年次にかけ

て、関連領域の文献の抄読・学会参加等を行いながら、研究の進捗状況や養成すべき能

力に応じて、学会発表などを行い、そのために必要な指導を行う。 
特に 3 年次は課題研究で遂行する研究の進捗状況に応じて、研究計画の見直しや追加

実験の検討など研究に関する具体的な指導を受ける。また、原則 3 年次に医学研究科

の中間報告会において自身が遂行する研究に関する報告を行う必要があることから、

抄録作成やプレゼンテーションの方法について必要な指導を受ける。なお、学位論文申

請にあたっては、中間報告会への参加を必須としている。 
4 年次は専門分野に関する教育を終え、論文の作成に取り掛かる。この論文作成の課程

で必要となる全ての事項について研究指導を受ける。論文審査において実施される公

開論文発表会におけるプレゼンテーションについても必要な指導を受ける。 
 
 また、研究指導計画を明確にするため、まず、入学時に「履修計画書および研究指導

計画書」の提出を求めている。学生は指導教授（主科目、副科目）の指導のもとで履修

計画を、指導教授（主科目）は学生の同意のもとで 4 年間の研究指導計画の概要を立案

し、大学院教務担当（大学院教務委員会）に提出する。2 年次以降は進級時に「研究進

捗状況報告・研究計画書および研究指導計画書」の提出を求め、学生は前年度に行った

研究活動の進捗状況を報告し、指導教授は進捗状況の評価および進捗状況に応じた次

年度における具体的な研究指導計画を立案し、大学院教務委員会に提出する。これらの

研究指導計画書に基づいて、研究課題の設定など研究の初期段階から研究進捗状況の

確認、学会発表・雑誌投稿、最終的には学位論文作成に至るまで、必要に応じた指導を

行う。 
 なお、大学院教務委員会に提出された「履修計画書および研究指導計画書」・「研究進

捗状況報告・研究計画書および研究指導計画書」は教務委員が内容を確認し、必要に応

じて学生・指導教授にコメントやアドバイスを行っている。指導教授以外の教員が研究

進捗状況や研究指導計画書に目を通すことで、研究指導が適切に行われているか、学位

論文のテーマとなりうる質の高い研究が実施されているか、などを確認する機能も果

たしている。また、3 年次に開催される中間報告会については、事前に医学研究科委員

会全委員に研究内容に関する抄録を配信し、内容の確認依頼と事前質問の受付を行っ
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ている。学位論文作成に向けて、様々な分野の教員から寄せられるアドバイスや質疑を

通じて、追加実験の立案や一部計画の見直しなど研究をより充実したものとする取り

組みに繋がる機会となっている。指導教授以外の直接的な研究指導のほか、上記のよう

な取り組みにより医学研究科全体で大学院生の研究進捗状況・研究指導状況を確認す

る体制が取られており、学位の質の担保の一助を担っているといえる。 
 研究指導科目である特別研究は主に演習と実習により教育が行われる。4 年間で 8 単

位としているが、前述のとおり、学位論文完成に至るまでのあらゆる指導が含まれてい

る。 
 
(5)学位論文審査体制 
①学位論文審査手順 
 学位審査のための学位申請論文（Thesis）は、書き上げ論文の形式で提出することと

している。学位論文審査申請時の印刷公表の有無は問わないが、すでに公表している場

合は、書き上げ論文に別刷りを添えて提出する。 
 論文審査委員は医学研究科委員会において指名された 5 名を原則とし、そのうち 1
名は主査として審査委員会の取りまとめを行う。主査以外の 4 名は副査として論文審

査に携わる。必要性が認められた場合は学外審査委員を委員として加えることができ

る。なお、指導教授は審査委員となれず、指導教授と同教室に所属する教授、謝辞に記

載がある教授も審査委員に加わることができない。 
 学位審査体制は、まず審査委員のみの書面審査が行われ、必要に応じて論文の修正等

を求め、修正論文をもって改めて書面審査を行うこととしている。書面審査終了後、公

開審査会として公開論文発表会を行う。公開論文発表会では、プレゼンテーション、質

疑応答、試問を行うこととし、学生は学位論文の内容として、当該研究を行うに至った

背景・考察等のプレゼンテーションを行った後、学位論文の内容や周辺領域の学識につ

いて質疑応答・試問を受ける。 
 公開審査会終了後、主査は学位論文審査結果要旨を作成し、医学研究科委員会に報告

する。報告を受けた医学研究科委員会は審議のうえ、学位を授与すべきか否かを議決す

る（最終審議）。審議には医学研究科委員会委員の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、議

決には出席者の 3 分の 2 以上の同意を必要とする。研究科長は医学研究科委員会の審

議結果を学長に報告し、学長が学位の授与を決定する。 
 
②学位論文審査の透明性および厳格性 
 学位論文審査の透明性および厳格性を担保するため、以下の取り組みを行っている。 
 
・学生の研究指導等を行った可能性のある教員は主査・副査を含めて審査委員に登用し 
 ない。 
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・杏林大学学位規程 第 11 条の 2 において教員等の責務として以下を定めている。 
 

審査に関わる教員等は、法令その他本学が定める諸規程を遵守することはもとより、

高い倫理観と社会的良識を持って、公正かつ誠実な職務の遂行を行うこととする 
 

・杏林大学大学院医学研究科学位論文取扱内規 第 8 条において倫理規則として以下 
 を定めている。 
 

学位審査に係る教職員は、利害関係者から疑惑や不信を招くような金品を受け取っ

てはならない。 
 

・公開論文発表会による公開審査の他に、医学研究科委員会全委員に対し、公開論文発

表会開催前に学位論文要旨を、医学研究科委員会（審議）前に学位論文審査結果要

旨を配信し、内容に疑義がないか確認を行っている。 
 
上記の取り組みにより、学位論文審査の透明性・厳格性は十分保たれていると考える。 
 
③学位論文評価基準 
 学位論文の評価基準を以下のとおり定め、「学位論文申請要領」および全学生に配布

する「大学院要項」に掲載している。学位論文申請要領および大学院要項はホームペー

ジ上で公開されているほか、大学院要項は冊子体で全学生および医学研究科委員会全

委員に配布している。 
 
学位論文審査基準 

審査項目 
 
論文審査 
1、研究課題の背景の明確性・課題設定の妥当性 
2、研究の方法論の妥当性（実験方法及びデータ処理法含む） 
3、結果の表現・表示（図表等）の適切性 
4、結果に関する考察の適切性 
5、先行研究との関連についての考察の適切性 
6、全体を通じた論旨の展開の適切性 
7、文章表現の妥当性 
8、研究の独創性 
9、倫理面での適切性 
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試問及び最終試験

10、論文のプレゼンテーションが適切に行われたか 
11、論文内容についての質疑に適切に対応できたか 
12、論文に関連した内容も含め、当該専門領域に関する試問に適切に答えられたか 

上記の各項目をふまえて総合評価を行う

評価（ 1 ～ 5 の 5 段階評価） 
5：秀逸である 
4：優れている 
3：概ね妥当 
2：大幅な改善が必要 
1：根本的な改善が必要、不適 

合格の基準

・論文審査・試問及び最終試験の全ての項目で 3 以上、総合評価で 4 以上となること。

(6)倫理審査体制

医学系研究の倫理審査は、医学部倫理委員会が担当している。医学研究科で実施され

るヒトを対象とした研究は当該委員会の承認を得て行われる。倫理審査を申請する際

には研究倫理教育・研修の受講が必須であり、本学ではこの倫理教育を主として e-
learning で行っている。その他、動物実験に関する倫理審査は医学部動物実験委員会

で、遺伝子組換え実験・病原体等取扱実験に関する倫理審査は遺伝子組換え実験安全管

理委員会で行われている。（資料 4） 

5. 基礎となる学部との関係

  医学研究科の基礎となる学部は医学部である。配置されている研究分野は医学部

と密接に関連しており、医学研究科の教育・研究指導は原則医学部の専任講師以上の教

員が担っている。なお、入学者の多くは本学医学部卒業生となっている。

また、早期から幅広い医学の知識に触れ、医学研究の重要性や未知の知見に触れる機会

を提供すべく、医学部学生に大学院講義の一部を試験的に公開している。学生の将来的

なキャリアパスの一環として、大学院進学が選択肢に入るような制度として医学専攻

への改編後も発展させていきたいと考えている。（資料 5）
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6. 多様なメディアを高度に利用して、授業を教室以外の場所で利用させる場合

   多様なメディアを利用した講義について、「杏林大学大学院学則」第 22 条の 2 第 2 
項教育方法の特例において以下のとおり定めている。

文部科学大臣が別に定めるところ（平成１３年文部科学省告示第５１号）により、

授業を多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履

修させることができる。

共通科目の医学研究講義Ⅰ・医学研究講義Ⅱは、メディアを利用した講義として開講

する。開講にあたっては、1 週間の開講期間を設け、学生は開講期間内の自身が希望す

る時間で受講することができる。主にオンデマンド方式で公開することとし、特性に応

じて一部同時双方向型の講義も取り入れる。受講終了時には受講アンケートに回答す

ることを必須とし、アンケート内には聴講した講義の概要等を記載させるなど課題を

設けることにより当該講義の理解度を測る。また、アンケート内に質問欄を設け、質問

があった際には担当事務から教員に速やかに質問を送付し、回答を返送するほか、直接

の質問が可能となるよう講義資料内・開講通知に担当教員の連絡先を記載する。また、

講義資料内に掲示版の役割を果たす機能を装備し、学生同士の意見交換が容易に行え

る機会を確保する。

7. 大学院設置基準第 14 条による教育方法の実施

  医学研究科では、平成 21 年度より大学院設置基準第 14 条に基づく特例措置に基づ

き、以下に定める「社会人学生」の入学を許可している。対象となる学生は官公庁、

民間企業、病院、教育・研究機関等に正規の身分で勤務しており、入学後も在職のま

まで就学を行う学生としている。原則として、学修時間は勤務の終了した夜間帯とな

るが、講義については前述の通りオンデマンド式を採用していることから、自身の勤

務形態に合わせた自由な受講が可能となっている。

①修業年限

4 年
②履修指導及び研究指導の方法

社会人学生以外の学生と同じとする。

③授業の実施方法

夜間開講の授業時間として以下の時間を設定している。

5 時限 16：45～18：15 
6 時限 18：30～20：00 
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7 時限 20：15～21：45 

 なお、社会人として就学することについて、出願時から勤務先の所属上長の許可および

選択するコースの教授との事前相談を必要としている。これにより出願時から履修や

研究指導について検討し、学生・教員双方が合意の上で計画を立案することが可能とな 

っている。また、個別指導・少人数指導体制を取っていることから、双方の都合を考慮

した柔軟な対応が可能である。

③ 教員の負担の程度

18：30 以降に開講していた旧基礎臨床共通講義Ⅰ（医学研究講義Ⅰ）および旧基礎

臨床共通講義Ⅱ（医学研究講義Ⅱ）はオンデマンドのオンライン講義で実施することと

なっているため、教員の負担は以前より軽減されていると考えられる。

⑤図書館・情報処理施設等の利用方法や学生の厚生に対する配慮、必要な職員の配置

本学の医学図書館は原則土曜日・日曜日を含めて 10：00～22：30 まで開館している。

全ての時間帯・曜日で図書館職員が勤務しており、平日と何ら変わりなく図書館の利用

が可能となっている。図書館ではネットワーク接続（有線・無線）サービスを提供して

いるほか、ノートパソコンの貸出を行っている。健康診断は教職員と同日程で実施し、

社会人学生も問題なく受診できるよう配慮されている。

 医学研究科の学生に関する事項は医学部事務課が分掌し、夜間講義を受講する社会

人学生への対応にも支障が無いよう出勤等を調整している。

⑥入学者選抜の概要

社会人特別選抜において社会人の受入を行う。社会人学生は、官公庁、民間企業、病

院、教育・研究機関等に正規の身分で勤務しており、在職のまま大学院に進学する者と

している。出願にあたっては、指導教授および勤務先の所属機関長から承認を得て、一

般選抜において提出を要する書類のほかに、「受験許可・就学承諾書」の提出を求めて

いる。

⑦必要とされる分野であること

医学は人体を中心とする生物の本質ならびにその異常状態を対象としており、基礎・

臨床研究を問わず人の健康を増進することを最終目標とした、人の生命に直結する極

めて重要な学問分野である。急速に進む高齢化社会や高度かつ複雑化する医療の諸問

題を解決するため、1 人でも多くの人材を養成する必要があり、社会人学生も広く受入

れることとしている。
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⑧大学院を専ら担当する専任教員を配置するなど教員組織の整備状況

医学研究科の担当教員は、医学部と兼任となっている。全てのコースにおいて、必要

な教員が配置され、また、個別・少人数教育を実施しているため、社会人大学院生の履

修にあたり柔軟な対応が可能となっている。

8. 入学者選抜の概要

(1)学生受入の方針

医学研究科のアドミッションポリシーは以下のとおり定められている。

医学研究科は、本研究科の理念・目的を理解し、その達成に真摯に取り組む意欲の

ある人材を求めている。具体的には、次のような資質をもつ学生を求めている。

（1）求める学生像、資質

（1-1）医学・生命科学の研究者として独創的な研究に取り組む意思を持っている人

（1-2）高度な医学的知識と技能を持ち、かつ科学的な見地に立って臨床医学を極

める意思を持っている人

（1-3）高度な医学的、科学的基盤に立って社会医学に貢献する意思を持っている人

（1-4）将来的に指導的立場に立ち、後進の育成に貢献する意思を持っている人 

（2）求める学習成果

「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）及び「教育課程編成・

実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、

次に掲げる知識・技能や能力を備えた人を求める。

（2-1）入学後の修学に必要な基礎学力としての知識や実技能力を有している。（知

識・理解・実技能力）

・専門分野の論文を理解できる英語力と、その内容をまとめる力を持っている。

・専門分野の基礎知識と、それを説明できる力を持っている。

（2-2）知識・技能を活用して、自らの課題を発見し、その解決に向けて物事を多

面的かつ論理的に考察することができる。（思考力・判断力）

（2-3）自分の考えを的確に表現し、伝えることができる。（表現力） 
（2-4）医学、医療、人間、自然、文化などに関わる諸問題に深い関心を持ち、社

会に積極的に貢献する意欲がある。（関心・意欲）

（2-5）積極的に他者とかかわり、多様な人々との対話を通して相互理解に努めよ

うとする態度を有している。（態度・主体性・多様性・協調性）

（3）入学者選抜の基本方針

本研究科の教育理念・目標に合致した学生を選抜するために、以下の通り入学
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者選抜を実施する。

（3-1）一般入試 
入学試験（英語および専門科目）、面接試験の成績をあわせて評価する。

（3-2）社会人入試 
入学試験（英語および専門科目）、面接試験の成績をあわせて評価する。

（3-3）外国人留学生特別入試 
 入学試験（英語および専門科目）、面接試験の成績をあわせて評価する。

(2)入学者選抜の概要

アドミッションポリシーで示された学生を選抜するため、医学研究科では以下のと

おり出願資格および選抜方法を定めている。

①出願資格

出願資格は以下のとおり定めている。

a、大学における医学、歯学若しくは獣医学を履修する課程を卒業した者及び 
卒業見込みの者

b、大学における修業年限 6 年の薬学を履修する課程を卒業した者及び 
卒業見込みの者

c、外国において学校教育における 18 年の課程を修了した者及び修了見込みの 
者で、その最終の課程が医学、歯学、獣医学又は薬学の課程であった者

  d、大学の医学、歯学、獣医学又は薬学を履修する課程に 4 年以上在学し、又は 
   外国において学校教育における 16 年の課程（最終の課程は医学、歯学、獣医 

学又は薬学）を修了し、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと

認めた者

  e、文部科学大臣の指定した者 

②選抜方法

 一般入試・社会人入試・外国人留学生特別入試を実施する。試験内容は全選抜方法

共通としており、外国語試験、専門科目試験、面接試験を実施し、全ての成績を総合

的に判断した上で合否判定を行う。合否は医学研究科入試審議委員会において審議

され、医学研究科委員会において審議結果の承認を行う。全選抜方法とも春季・秋季

に実施するが、各選抜方法および入学時期毎の定員は定めていない。

③社会人の受入

「7 大学院設置基準第 14 条による教育方法の実施」⑥で述べたとおり、社会人の

受入を行っている。
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9. 教員組織の編成の考え方及び特色

医学研究科の教員は、医学部の教員がこれを兼務することとし、教員構成は教授 70
名、准教授 31 名、講師 49 名、助教 6 名で、准教授以上の教員が研究指導を担当する。

講師以下の教員は研究指導補助教員として教授・准教授の指名を受けて、研究指導の補

佐的な役割を務める。指導教員は、全員が医学・歯学・理学など自身の専門分野に関す

る博士号を持つ現役の研究者であり、研究に関する豊富な経験と学識を持つ、大学院生

に対する教育を担うに相応しい人材である。全コースの専門科目は各コースを専門領

域とする教授または准教授が担当している。

 大学院生は専門分野に関する教育を各コースの教員から受ける。特別研究において

は分野を隔てることなく担当教員として全ての教員を配置していることから、専門分

野の枠を超えた研究を実施するにあたり、必要に応じて専門分野外の教員の指導を受

けることが可能である。

医学専攻設置時（令和 4 年 4 月）における医学研究科担当教員の年齢構成は、30～
39 歳 1 名、40～49 歳 45 名、50～59 歳 84 名、60～63 歳 26 名となっており、完成年

度（令和 7 年 4 月）においても教育・研究体制の維持に支障がでることはない。なお、

完成年度前に定年を迎える教授がいるが、設置基準上定められた教員数を十分満たす

教員が配置されているとともに、欠員が生じた場合は速やかに適切な教員が補充され

ることとなっており、教育・研究体制に問題が生じる事態を招くことはない。

10. 施設・設備等の整備計画

医学研究科は 6 つの部門（電子顕微鏡部門、放射線同位元素部門、フローサイトメト

リー部門、蛋白質・核酸解析部門、生体機能実験部門、実験動物施設部門）からなる共

同研究施設を有しており、大学院生は必要に応じてこれらの施設を利用することがで

きる。施設内に設置されている機器等は必要に応じて新設・更新・増設が行われ、日々

急速に進歩する医学研究を支える重要な役割を果たしている。大学院生の研究室は各

専門分野において実験室・研究室等を有している。更に、大学内で共同利用できる共同

機器室、共同培養室も利用可能である。その他図書館等の施設は学部学生に準じて利用

する。

 医学研究科が所在している三鷹キャンパスでは、三鷹キャンパス再編のための将来

構想（グランドデザイン）を検討するプロジェクトが進行している。その一環として医

学部の講義棟を建設する予定である。新講義棟内にはラーニングセンターなどが配置

される予定で、新講義棟は大学院生も利用可能となる。今後、大学院生の教育・研究に

関する環境はさらに向上する予定となっている。

11. 管理運営

医学研究科の管理体制は，医学研究科運営委員会、医学研究科委員会と医学研究科教



19 

務委員会（以下教務委員会）がこれにあたる。医学研究科運営委員会は、研究科長を委

員長として毎月１回開催し、研究科委員会に提出する審議事項を事前に策定している。

医学研究科委員会は、研究科長を委員長として毎月１回開催し教育、研究、教員人事、

学位の授与、学生に関する事項などを審議している。

 教務委員会は，大学院教務担当を委員長として，数名の研究科委員からなり，医学研

究科運営委員会に提出する審議事項を事前に策定する機能のほか、学生に関する事項、

学位審査・研究指導体制の見直し、FD の実施やアンケート結果の解析などについて検

討を行っている。

12. 自己点検・評価

本学は，「杏林大学学則」第 1 条の 2 および「杏林大学大学院学則」第 2 条の 2 
に，「その教育研究水準の向上を図り，前条の目的及び使命を達成するため，教育研究

活動等の状況について自ら点検及び評価を行う」と定めている。また、「杏林大学内部

質保証の方針」に本学における内部質保証に関する基本的な考え方を示している。

 上述の規程及び方針に基づき、自己点検・評価活動を行う組織体制として、学長を議

長とし、学内各部門の長によって構成される学部長会議を内部質保証推進のための責

任主体としている。学部長会議では、自己点検・評価委員会の実施する自己点検・評価

及び外部評価結果を踏まえ、改善が必要と認められる事項について、当該部門の長に改

善の実施を指示する。改善の実施を求められた事項の改善結果は、当該部門の長が学長

に報告を行う。

そして、学部長会議のもとに設置されている自己点検・評価委員会は、定められた点

検・評価項目について、原則として毎年自己点検・評価を実施し、同時に、自己点検・

評価の妥当性と客観性を高めるため、学外の有識者によって構成される外部評価委員

会での評価結果を付して学部長会議に報告するとともに、自己点検・評価報告書を毎年

学内外に公表している。

 さらに、自己点検・評価委員会には、学部・研究科等の自己点検・評価を分掌する委

員会が設置されているほか、医学部に医学部自己点検・評価委員会を設置し、医学部お

よび医学研究科の自己点検・評価を実施している。

 このように、内部質保証を推進するための責任主体を学部長会議とし、関係部局と連

携しながら、課題を抽出して改善策を策定・実施する体制を整備したことにより、自己

点検・評価に基づく全学的なＰＤＣＡサイクルが適切に機能しており、恒常的な改善が

図られている。

13. 認証評価

本学は，2008(平成 20)年に公益財団法人 大学基準協会による認証評価を受け，「適

合」の評価を得た。認証評価受審のための報告書および評価結果についても冊子，大学
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ホームページにて社会に公表してきた。同認証評価では，改善義務のある「勧告」が 1
項目，努力義務となる「助言」が 23 項目にわたって指摘された。この評価結果は，全

組織において共有すると同時に，具体的な改善・改革に着手した。「勧告」については

2009(平成 21)年度より毎年改善計画・改善状況を報告し，また「助言」については 
2011(平成 23)年度に改善報告書を提出し，いずれも改善が確認できるとの検討結果を

得ている。

また，2015（平成 27）年度には第 2 期認証評価を受審した結果，同協会の定める大

学基準に「適合」しているものと認定された。同認証評価では，7 項目の提言（「改善

勧告」が 1 項目，「努力課題」が 6 項目）が付され，その改善をはかり，その結果を

2019（平成 31）年 7 月までに提出し、一部引き続き一層の努力が望まれるものの、大

学が意欲的に改善に取り組んできたことが確認できたとの検討結果を得た。

2022（令和 4）年度には第 3 期認証評価を受審予定である。 

14. 情報の公表

 教育情報，財務関係書類をはじめ，学部等の設置届出書及び設置計画履行状況報告書

などを大学ホームページにおいて積極的に公開している。

15. 教育内容等の改善のための組織的な研修等

医学研究科では大学院設置基準第 14 条の 3 において規定された、教育方法や研究指

導体制、学位論文審査体制等医学研究科における諸課題を改善するため、「医学研究科

FD・SD 委員会」を設置し、主として教授・准教授を対象とした FD を毎年 1 回開催

している。以下、過去 5 年の大学院 FD の開催実績である。 

2016 年度 HENRY STEWART TALKS の活用について 
2017 年度 杏林大学医学研究科における学位論文審査基準について 
2018 年度 HENRY STEWART TALKS の活用について 
2019 年度 医学研究科専攻統合について・学位論文審査基準について 他 
2020 年度 研究指導計画書の運用について・学位論文チェックリストの運用について他 
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1. 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

(1) 学生の確保の見通し 
 ①定員充足の見込み 

 医学専攻設置にあたり、医学研究科が理念・目的として掲げる人材を養成するた

め、教育課程や研究指導方法等の見直しを行うとともに、入学定員数についても検

討を行った。 
 医学研究科の大部分を占める臨床系学生の指導を担う教員は、診療・学部教育に

も従事しており、現行の入学定員 34 名を維持した状態で、さらなる定員充足率の

向上を目指した場合、教員に過度の負荷がかかり、大学院生の教育・研究指導が不

十分となる懸念があると考えられた。今回の専攻の再編成に伴い、医学研究科では

基礎系教員が臨床系学生の教育・研究に積極的に携わることが可能な体制を整備

したが、大学院生の教育・研究環境をより充実させ、かつ、基礎系・臨床系の教員

の大学院教育担当に伴う過度な負担を避けるため、入学定員を一部削減し 25 名と

した。 
 医学研究科の過去 5 年間の入学者は平均して 14 名程度、定員充足率は 0.42 と

なっているが、今後は、医学専攻設置に伴う体制の整備およびその状況を入学希望

者に周知することにより、定員充足率の向上が見込まれる。 
 
 ②定員充足の根拠となる客観的データの概要 

 医学研究科の在学生は 95%以上が医師であり、また、本学もしくは付属病院、

他医療機関で勤務する社会人大学院生が多数を占めている。 
 そこで、医学専攻設置の検討を行うにあたり、本学医学研究科の主たる入学者と

なりうる若手医師（研修医 116 名、専攻医・レジデント 133 名、医員 123 名、任

期制助教 88 名 計 460 名）を対象として、博士号取得に関する意識調査と進学希

望調査を兼ねた「大学院進学に関する意識調査」を行い、135 名から回答を得た。 
その結果、「大学院に進学するにあたり本学への進学を希望するか」との問いに対

し、「希望する」の回答が「希望しない」を上回った。今回の結果では、「分からな

い」との回答が多数を占めているが、そもそも「博士号取得」も「分からない」が

最多となっており、今後定員を充足させるためには博士号を取得することのメリ

ットから丁寧に説明していく必要があると考えている。博士号については、科学研

究費補助金「若手研究」の申請等において取得が必須になるなど、取得の必要性は

徐々に高まっている。 
 また、アンケート結果では職位が上がるにつれ、大学院を経ずに論文提出による

博士号の取得を希望するとの声が多数を占める傾向がみられた。研修医など比較

的早期の段階では大学院に進学し、研究活動を行いたいという思いがある一方で、
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経験年数が上がるにつれ、診療・教育に忙殺され、大学院への進学を断念せざるを

得ない状況からこのような回答になったものと考える。最近、医学部学生に対して

大学院講義を公開する取組を試験的に開始したが、この取組が学生時代から医学

部卒業後のキャリアパスを考えるきっかけとなり、より多くの大学院進学希望者

を確保することが可能ではないかと考えている。また、医学部卒業後、すでに比較

的年数が経過した医師についても、社会人大学院生に配慮した教育・研究指導体制

が構築されていることを説明会等の開催により周知することにより、より多くの

入学生を確保することが可能であると考えている。（資料 1、資料 2、資料 3） 
 

 ③学生納付金の設定の考え方 
 医学研究科の学生納付金は半期 30 万円、年間 60 万円の学納金のほか、入学時

に入学金 25 万円・施設設備費 20 万円を徴収している。なお、本学の卒業生につ

いては入学金を徴収しないこととしている。 
 学納金は、医学研究科の運営上必要最低限の費用を徴収しており、また、アンケ

ートの回答からも妥当であるとの回答が圧倒的多数を占めたため、学納金につい

ては現行のままとした。（資料 2） 
 

(2) 学生確保に向けた具体的な取組状況 
 医学研究科では多くの入学機会を確保するため例年春入学と秋入学のそれぞれ

の入学試験を実施している。募集にあたっては、ホームページ上での学生募集要項

の掲載、学内へのポスター掲示、付属病院医局や近隣医療機関への募集要項配布に

より若手医師への周知等を行い、学生募集に努めている。 
 また、今回の医学専攻設置に伴い教育プログラムの改編を行い、社会人学生の教

育環境を整備する必要性も踏まえて、必修科目である「医学研究講義Ⅰ」「医学研

究講義Ⅱ」をオンラインで開講することとした。付属病院等での診療に従事し、勤

務を抱える学生にとって、夜間開講であっても対面講義では業務調整が負担とな

りかねないが、オンライン講義とすることで単位取得への不安を解消することの

一助となる。また、リカレント教育を推進する社会情勢も踏まえて、大学院への進

学を検討する医師等を対象として科目等履修生等として入学前の単位取得を促し、

入学後の在学期間を短縮できるような仕組みを今後構築する予定である。 
医学部学生、研修医、若手医師を対象とした「大学院説明会」を開催し、これら、

学生の教育環境の改善の状況などを分かり易く説明し、大学院への進学を促すた

めの働きかけを積極的に行っていくこととする。 
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2. 人材需要の動向等社会の要請 
  (1)人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 医学研究科の目的は「科学的な問題解決能力を備える臨床医、旺盛な創造性を持

つ基礎医学・生命科学の研究者、社会医学に貢献する有為な人材等豊かな人間性と

倫理観・使命感にあふれる医療人の養成を目的とする」と明記されている。 
 これを踏まえ、医学研究科が養成すべき人材は、まずは自らの専門性を極めなが

ら、一方で専門以外の幅広い医学の知識を修めることに努力を惜しまず、修得した

全ての知識をもって解決すべき課題を見出し、かつ、課題解決のため適切に情報を

収集・分析し、客観的判断に基づき見出された結果を学会や論文で公表し医学の発

展に貢献する、そしてそれらの全てのプロセスを後進に教授することができる人

材であると考える。 
 

  (2)社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
 医学は基礎・臨床研究を問わず人の健康を増進することを最終目標とした、生命

に直結する学問であり、高齢化社会が進展する日本において果たすべき役割は診

療・研究ともにますます大きくなっていくといえる。本学が所在する三鷹市におい

ても高齢者の増加が見込まれ、2049 年には 75 歳～79 歳の層の人口が最も多くな

るという予測がなされており、地域医療を支える医療機関として患者増加など、そ

の影響は免れず、専門性の高い医師へのニーズは当然高いものとなる。 
 また、高齢化社会においては、疾病を治療すること以外に、疾病を防ぐこと・健

康を保つことにも重点が置かれている。高度な専門性のみならず、幅広い医学の知

見を修めた本学の修了者は、予防医学・健康増進に関する領域でも十分に活躍でき

る可能性を持っている。 
 基礎医学領域については、研究者数の減少を危惧し、日本専門医機構や厚生労働

省が基礎研究者養成のためのプログラムを構築するなど対策に乗り出しているこ

とからも、人材養成は社会的な課題となっている。本学は基礎研究者を養成する体

制も整備されており、このニーズに対応することが可能である。 
 このように、医学研究科を修了した学生は、日々進歩し、変化する医学領域にお

いて、多種多様なニーズへの対応が可能な人材である。多くの人材を養成し、広く

社会に貢献することが本医学研究科の使命であると考えている。（資料 4） 
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大学院進学に関する意識調査 

杏林大学医学研究科では、より魅力ある大学院を目指すべく、専攻制度やカリキュラム内容等を含め

様々な面から検討を行っております。その一環として、今後医学研究科に進学する可能性がある皆さん

のご意見をお伺い致したく、お手数ですがアンケートのご協力をお願いします。 

※本アンケートへの参加は任意によるものとし、参加の有無による不利益は一切ないこと、調査は匿名としプライバシー

への配慮を行うことをお約束します。 

回答に○をつけてください 

問１、あなたの職制について 

①研修医 1 年目 ②研修医 2 年目 ③レジデント ④専攻医 ⑤医員

問２、性別について 

①男 ②女

問３、博士号を取得したいと考えていますか？（本学大学院への進学に限りません） 

①取得したい ②いつかは取得したい ③取得しない ④分からない

問４、【③・④と回答した方】回答した理由を選択してください。 

①必要性がないから ②専門医を取得するから ③（取得に）費用がかかるから

④（取得に）時間がかかるから ⑤その他（具体的に：    ） 

問５、【①・②と回答した方】どのような方法で取得を考えていますか？ 

①大学院に進学する（課程博士） ②論文を提出する（論文博士） ③分からない・検討中

問６、どのような立場で大学院に進学したいと考えていますか？ 

①臨床医として大学院に進学 ②研究者として大学院に進学 ③検討中

【上記を選択した理由】 

幅広い知識を取得したい 研究に専念する時間を確保したい 将来の専攻を検討したい 

問７、大学院への進学にあたり、重視する点は何ですか 

①カリキュラム内容 ②指導体制 ③学位取得プロセス ④通学のしやすさ ⑤学費 ⑥奨学金

制度 ⑦研究施設・設備 ⑧夜間の開講 ⑨土・日・祝日の開講 ⑩研究費が確保されている 

⑪その他（                      ） 
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問８、杏林大学医学研究科について 

 大学院進学にあたり、本学医学研究科への進学を希望しますか 

 ①希望する ②希望しない ③分からない 

 

希望理由 

 ①カリキュラム内容が充実している ②指導体制が整っている ③学位取得プロセスが明確である  

 ④通学しやすい ⑤学費が妥当 ⑥奨学金制度が充実している ⑦知名度がある ⑧卒業生だから  

 ⑨指導を受けたい教員がいる ⑩研究設備・施設が整っている  

 ⑪その他（                    ） 

 

希望しない理由 

 ①カリキュラム内容が不十分 ②指導体制が整っていない ③学位取得プロセスが不明瞭で不 

 安がある ④通学に時間がかかる ⑤学費が高い ⑥奨学金制度が不足している ⑦知名度がない  

 ⑧指導を受けたい教員が他大学にいる ⑨研究設備・施設が整っていない  

 ⑩その他（                    ） 

 

学費について 

 現在、本学の学費は１年次前期・後期各４０万円（計８０万円）、２年次以降前期・後期各３０万円 

 （計６０万円）となっています。進学を検討する際、学費についてどのように思いますか。 

 ①高すぎる ②妥当である ③安すぎる 

 

 本学医学研究科で学んでみたい分野を選択してください（複数回答可） 

 ①肉眼解剖学  ②顕微解剖学  ③ゲノム・遺伝学  ④分子細胞生物学  ⑤代謝生化学    

 ⑥分子機能生化学  ⑦細胞生理学  ⑧統合生理学  ⑨生体物理工学  ⑩分子細胞薬理学   

 ⑪病理学 ⑫感染症・熱帯病学  ⑬臨床検査医学  ⑭社会医療情報学  ⑮法科学   

 ⑯呼吸器内科学  ⑰神経内科学  ⑱腎臓・リウマチ膠原病学  ⑲循環器内科学   

 ⑳血液内科学  ○21 消化器内科学  ○22 糖尿病・内分泌・代謝内科学  ○23 腫瘍内科学   

 ○24 脳卒中医学  ○25 加齢医学  ○26 総合医療学  ○27 小児科学  ○28 精神神経科学   

 ○29 皮膚科学  ○30 放射線医学  ○31 消化器・一般外科学  ○32 呼吸器・甲状腺外科学  

 ○33 乳腺外科学 ○34 救急医学 ○35 整形外科学 ○36 リハビリテーション医学 ○37 脳神経外科学  

 ○38 心臓血管外科学 ○39 産科婦人科学 ○40 眼科学 ○41 耳鼻咽喉科学 ○42 泌尿器科学  

 ○43 麻酔科学 ○44 小児外科学 ○45 形成外科学 
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大学院進学に関する意識調査のまとめ 

 

実施目的：将来大学院に進学する可能性のある若手医師を対象とし、博士号の取得希望状況等について 

       意識調査を行う 

実施期日：平成 30 年 6 月 7 日～6 月 29 日 

対 象 者：研修医、レジデント、専攻医、医員、任期制助教 計 460 名 

       ※専修医は任意参加とした 

       ※対象者のうち、すでに学位を取得した教職員は対象外とした 

回 答 数：135 名（回答率 29.3％） 

 

 

問１、あなたの職制について 

 
問２、あなたの性別について 

 

 

 

研修医

21%

レジデント

30%

専攻医

3%

医員

21%

専修医

0%

任期制助教

24%

不明

1%

男

50%

女

49%

無回答

1%

職制・対象者数 回答数 回答率 

研修医（116 名） 29 25％ 

レジデント（133 名）※ 40 
33％ 

専攻医 4 

医員（123 名） 29 24％ 

専修医（任意） 0 ― 

任期制助教（88 名） 32 36％ 

不明 1 ― 

※専攻医の対象者数も含む 

 性別 回答数 

男 68 

女 66 

無回答 1 
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問３、博士号を取得したいと考えていますか？ 

 
問４、【問３で③取得しない、④分からない を回答した方】回答した理由を選択して下さい 

 

【その他：コメント】 

 ・今後自分に必要かどうか分からないから（専攻医 1 年目） 

 ・家庭の事情（専攻医 6 年目） 

 ・制度がよく分からない（研修医 1 年目） 

 ・そこまで考える余裕がまだない（レジデント 3 年目） 

 ・家業がせまられている（レジデント 7 年目） 

 ・専門医と博士の両方が希望（レジンデント 10 年目） 

 ・暇がない。本来すべき臨床業務が二の次になる（任期制助教） 

 ・臨床を優先したい（任期制助教） 

 ・自分の専門性を極めるのは、当院では難しい。かといって他大で行う自信がない。（任期制助教） 

 

 

 

①取得したい

15%

②いつか取得したい

28%

③取得しない

23%

④わからない

34%

①必要性を感じない

26%

②専門医を取得したい

33%
③費用がかかる

7%

④時間がかかる

26%

⑤その他

8%

回答項目 回答数 

①取得したい 20 

②いつか取得したい 38 

③取得しない 31 

④わからない 46 

 

回答項目 回答数 

①必要性を感じない 28 

②専門医を取得したい 36 

③費用がかかる 8 

④時間がかかる 28 

⑤その他 9 
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問５、【問３で①取得した、②いつかは取得したい、を回答した方】どのような方法で取得を考えていますか？ 

 

問６、大学院への進学にあたり、重視する点は何ですか 

 

【その他：コメント】 

 ・研究をしてみたい（レジデント 10 年目） 

 

 

 

 

 

 

 

①課程博士

30%

②論文博士

29%

③わからない・検討中

41%

カリ

キュラ

ム内容

指導体

制

学位取

得プロ

セス

通学の

しやす

さ

学費
奨学金

制度

研究施

設・設

備

夜間の

開講

土日祝

の開講

研究費

が確保

されて

いる

4年間

で博士

号を取

得でき

る

その他

34 48 47 20 30 5 25 15 11 14 22 3

0

10

20

30

40

50

60

回答項目 回答数 

①課程博士 18 

②論文博士 17 

③わからない・検討中 24 
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問７、医学研究科について 大学院進学にあたり本学医学研究科への進学を希望しますか 

 

問７－①、本学への進学希望理由 

 

【その他：コメント】 

 ・現在の職場と同じ敷地のため（医員） 

 ・研究をしてみたい（レジンデント 10 年目） 

 

 

 

 

 

 

希望する

24%

希望しない

12%

分からない

64%

カリキュ

ラムが

充実し

ている

指導体

制が

整って

いる

学位取

得プロ

セスが

明確で

ある

通学し

やすい

学費が

妥当

奨学金

制度が

充実し

ている

知名度

がある

卒業生

だから

指導を

受けた

い教員

がいる

設備・

施設が

整って

いる

その他

3 6 3 8 1 0 0 9 3 3 2

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

回答項目 回答数 

希望する 23 

希望しない 12 

分からない 61 
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問７－②、本学へ進学を希望しない理由 

 

【その他：コメント】 

 ・臨床研究に繋がるプログラムに魅力を感じるが、当院にはない。自分の専門と研究できることが合致しない 

 （任期制助教） 

 ・時間的余裕がない（任期制助教） 

問８、学費について 

 現在、医学研究科の学費は前期・後期各３０万円となっています。進学を検討する際、学費についてどう思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュ

ラムが不

充分

指導体

制が

整ってい

ない

学位取

得プロセ

スが不

明瞭で

不安

学費が

高い

奨学金

制度が

不充分

知名度

がない

指導を

受けた

い教員

が他大

にいる

設備・施

設が

整ってい

ない

教室が

進学を

認めな

い

その他

1 2 2 3 1 2 0 2 0 5

0

1

2

3

4

5

6

高過ぎる

27%

妥当である

72%

安すぎる

1%

回答項目 回答数 

高過ぎる 25 

妥当である 67 

安すぎる 1 
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問８－①、年額いくらであれば入学しますか（若しくは入学を検討しますか） 

 

問９、本学医学研究科で学んでみたい分野を選択してください  

 

 

 

10～20万
50%21～30万

34%

31～40万
8%

41～50万
8%

肉

眼

解

剖

学

顕

微

解

剖

学

ゲ

ノ

ム・

遺

伝

学

分

子

細

胞

生

物

学

代

謝

生

化

学

分

子

機

能

生

化

学

細

胞

生

理

学

統

合

生

理

学

生

体

物

理

工

学

分

子

細

胞

薬

理

学

病

理

学

感

染

症・

熱

帯

病

学

臨

床

検

査

医

学

社

会

医

療

情

報

学

法

科

学

呼

吸

器

内

科

学

神

経

内

科

学

腎

臓・

リ

ウ

マ

チ

膠

原

病

学

循

環

器

内

科

学

血

液

内

科

学

消

化

器

内

科

学

糖

尿

病・

内

分

泌・

代

謝

内

科…

腫

瘍

内

科

学

脳

卒

中

医

学

加

齢

医

学

総

合

医

療

学

小

児

科

学

精

神

神

経

科

学

皮

膚

科

学

放

射

線

医

学

消

化

器・

一

般

外

科

学

呼

吸

器・

甲

状

腺

外

科

学

乳

腺

外

科

学

救

急

医

学

整

形

外

科

学

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョン

医

学

脳

神

経

外

科

学

心

臓

血

管

外

科

学

産

科

婦

人

科

学

眼

科

学

耳

鼻

咽

喉

科

学

泌

尿

器

科

学

麻

酔

科

学

小

児

外

科

学

形

成

外

科

学

1 6 6 3 0 3 1 0 2 2 2 4 2 1 1 5 3 3 3 5 4 3 4 6 2 9 6 7 2 2 5 1 1 2 2 1 1 0 5 1 2 8 0 4 0

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

回答項目 回答数 

10～20 万 12 

21～30 万 8 

31～40 万 2 

41～50 万 2 
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大学院進学に関する意識調査まとめ（職制別集計） 

 

問３、博士号を取得したいと考えていますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

取得したい 8 6 0 0 6 0

いつかは取得したい 7 12 1 9 9 0

取得しない 3 6 0 12 9 1

分からない 11 16 3 8 8 0

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

 

28%

24%
10%

38%

研修医

取得したい

いつか取得したい

取得しない

分からない

 

15%

30%

15%

40%

レジデント

取得したい

いつか取得したい

取得しない

分からない

 

0%

31%

41%

28%

医員

取得したい

いつか取得したい

取得しない

分からない

 

19%

28%

28%

25%

任期制助教

取得したい

いつか取得した

い

取得しない

分からない

10
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問４、【問３で③取得しない、④分からないを回答した方】回答した理由を選択して下さい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

必要性を感じない 5 5 0 10 7 1

専門医を取得したい 10 12 1 9 4 0

費用がかかる 0 1 0 5 2 0

時間がかかる 2 9 1 8 7 1

その他 1 3 2 0 3 0

研修医 0 0 0 0 0

0

2

4

6

8

10

12

14

 

28%

56%

0% 11%
5%

研修医

必要性を感じない

専門医を取得したい

費用がかかる

時間がかかる

その他

 

17%

40%

3%

30%

10%

レジデント

必要性を感じない

専門医を取得したい

費用がかかる

時間がかかる

その他

 

31%

28%

16%

25%

0%

医員

必要性を感じない

専門医を取得したい

費用がかかる

時間がかかる

その他

 

31%

17%
9%

30%

13%

任期制助教

必要性を感じない

専門医を取得したい

費用がかかる

時間がかかる

その他
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問５、【問３で①取得した、②いつかは取得したい、を回答した方】どのような方法で取得を考えていますか？ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

課程博士 7 6 2 1 2 0

論文博士 2 2 0 2 11 0

分からない・検討中 6 9 0 6 3 0

0

2

4

6

8

10

12

 

47%

13%

40%

研修医

課程博士

論文博士

分からない・検討中

 

35%

12%

53%

レジデント

課程博士

論文博士

分からない・検討中

 

11%

22%

67%

医員

課程博士

論文博士

分からない・検討中

 

12%

69%

19%

任期制助教

課程博士

論文博士

分からない・検討中
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問６、大学院への進学にあたり、重視する点は何ですか 

 
問７、医学研究科について 大学院進学にあたり本学医学研究科への進学を希望しますか 

 

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

カリキュラム内容 7 17 0 4 6 0

指導体制 10 15 0 13 10 0

学位取得プロセス 11 13 0 11 12 0

通学 5 6 1 6 2 0

学費 5 9 0 7 9 0

奨学金 3 1 0 1 0 0

研究施設・設備 8 8 1 3 5 0

夜間開講 5 5 0 5 0 0

土日祝開講 2 3 0 5 1 0

研究費確保 1 6 1 3 3 0

取得期間（４年間） 3 9 0 3 7 0

その他 0 1 0 2 0 0

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

希望する 4 8 2 3 6 0

希望しない 2 4 0 2 4 0

分からない 16 22 0 14 9 0

0

5

10

15

20

25
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問７－①、本学への進学希望理由 

 
問７－②、本学へ進学を希望しない理由 

 
 

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

カリキュラム内容 0 2 1 0 0 0

指導体制 1 2 0 0 3 0

学位取得プロセス 0 1 0 0 2 0

通学 2 2 1 1 2 0

学費 1 0 0 0 0 0

奨学金 0 0 0 0 0 0

知名度 0 0 0 0 0 0

卒業生 2 1 1 1 4 0

指導を希望する教員がいる 0 2 0 0 1 0

研究設備・施設 0 3 0 0 0 0

その他 0 1 0 1 0 0

0

1

2

3

4

5

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

カリキュラム内容 0 0 0 0 1 0

指導体制 0 1 0 1 0 0

学位取得プロセス 1 1 0 0 0 0

学費 0 2 0 0 1 0

奨学金 0 0 0 0 1 0

知名度 1 0 0 0 1 0

指導希望教員が他大 0 0 0 0 0 0

研究設備・施設 0 1 0 0 1 0

教室の許可 0 0 0 0 0 0

その他 1 2 0 0 2 0

0

1

2

3
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問８、学費について 

 
問８－①、年額いくらであれば入学しますか（若しくは入学を検討しますか） 

 
 
 
 
 

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

高すぎる 7 8 0 4 6 0

妥当である 15 23 2 15 12 0

安すぎる 0 1 0 0 0 0

0

5

10

15

20

25

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

10～20万円 3 2 0 2 5 0

21～30万円 2 4 0 1 1 0

31～40万円 1 1 0 0 0 0

41～50万円 0 0 0 1 1 0

0

1

2

3

4

5

6
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問９、本学医学研究科で学んでみたい分野を選択してください

研修医 レジデント 専攻医 医員 任期制助教 不明

肉眼解剖 0 0 0 0 1 0

顕微解剖学 2 1 0 2 1 0

ゲノム・遺伝子 3 2 0 1 0 0

分子細胞生物 1 1 0 0 1 0

代謝性化学 0 0 0 0 0 0

分子機能生化学 1 1 0 1 0 0

細胞生理学 0 1 0 0 0 0

統合生理学 0 0 0 0 0 0

生体物理工学 0 1 0 1 0 0

分子細胞薬理学 0 1 0 0 1 0

病理学 0 1 0 1 0 0

感染症・熱帯病学 4 0 0 0 0 0

臨床検査医学 1 0 0 1 0 0

社会医療情報学 0 0 0 0 1 0

法科学 0 1 0 0 0 0

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

16



17

2015igjimu05
テキストボックス
資料4



1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13


	基本計画書
	図面
	学則
	設置の趣旨を記載した書類
	学生の確保の見通し等を記載した書類
	教員名簿



